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第一篇 生盤 二及ボス影響二就テ

第一章 緒 論

結核治療 タルヤ實』人類 二與 ひラレタル最モ深

刻必須 ナル問題 ノー一ニシテ、先人諸家 ノ貴重ナ

ル螢爲ハ1晩近細菌學、病理學拉 二「レントゲン」

學 二飛躍的進歩媛展 テ齎 シ、結核治療 ノ基礎的

要素 タル病竈蔓延機韓 或ハ病竈内組織化學的

研索等二盆々精緻 テ極 ノツ・アリト錐 モ、病竈

ノ鍍展憤大 テ阻ILシ 、或ハ更 二積極的二生膿 内

結核菌 ラシテ蓋 ク繊滅セシメントスル手投 方法

ノ 完 成 二 至 ラズ、 所 謂Ehrlich/Chemo-

therapie・ ・沈 鯵 ノ治 療 學 ニー ノ偉 大 ナル指 標 テ

與 へ 爾 來Goldtherapieテ 初 メ トシ、諸 家 苦

心 研 鑓 テ重 ネ タ ル各 種 化 學 療 法 二關 スル業 績 相

踵 イ デ現 レタ ル モ未 ダ完 壁 ノ域 二達 スル コ ト遠

ク吾 人 テ シテ隔 靴 掻 痒 ノ憾 テ嘆 ゼ シ ムル モ ノア

リ。 病 竈 二於 ケル結 核 菌 農 育 阻 止、 更 二進 ンデ

結 核 菌繊 滅 テ達 成 セ ン トス ル念 願 ハ、 先 人 諸 家
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ト共 二余 ノ等 シ ク渇 望 企 圖 セ ル 所 以 ノモ ノタ

リ。

偶 々北 大 馨 化學 教 室鮎 川{1助 教 授 ハ、 結 核 菌 二

封 スル最 モ合 理 的 ナ ル 化 學 療 法 ノ完 成 チ 企 囲

シ、 酵 素 化 學拉 二藥 物 學 ニ ソ ノ基礎 テ置 キ全 ク

新 シキ意 圖 ノ下 二多 年 眞 摯 ナ ル研 究 ヲ綾 ケ、 弦

二新 有 機 化 合物 タルMono。4・chlorthymylphos-

phorsauresNatriumノ 合成 二 成 功 シ、 之 ガ

結 核 菌 二封 シテハ、 ソ ノ著 想 ノ如 ク生 膿 内 二於

テ甚 ダ張 力 ナ ル殺 菌 力 テ登 揮 シ、 然 モ生 膿 二封

シテハ全 ク無 害 ナ ル コ トテ叢 表 シ タ リ。 即 該 藥

物 ハ 生艦 内 二 於 テ 各 種 臓器 燐 酸酵 素(Organ-

phosphatase)ニ ヨ リ分 解 セ ラ レ、又 ハ酸 性 「メヂ

ウ ム」二於 テ モ容 易 二加 水 分解 テ行 ヒ、 結 核 菌

二封 シ最 モ強 キ殺 菌 力 ヲ有 ス ル4-Chlorthymol

テ遊離 シ、以テ結核病竈組織内結核菌二封 シ甚

ダ有赦二作用 スベキ結果 テ提示 シ、結核好褒部

位 タル肺臓及 ピ腎臓 ニ ハ多量 ノOrganphos-

phataseテ 含有 スルテ以 テ、該合成物 テ以 テス

ル結核治i療コソ理想的化學療法 ナ リ ト圭張 セ

リ。

余ハソノ意想ノ甚ダ薪新合理的ナル黙二多大 ノ

興味テ感 ジ、之 テ結核治療二慮用 シ果 シテ鮎川

氏 ノ主張 スル如 ク合理的化學療法 トシテ、眞二

所期 ノ敷果 テ基 ゲ得 ルヤ否 ヤ検索追及 ノ償値 ア

リトシ、恩師有馬教授御指導 ノ下二、生農 二及

ボス影響 テ精査 シ、興味 アル實験的結論 テ得 タ

ルテ以テ弦 二報告 シ、結核化學療法二於ケル新

タナルー分野 ヲ提唱 シ諸家 ノ批判 テ仰 ガント

スo

第 二 章Mono・4-chlorthymylphosphorsauresNatrium

(Thymophogen)ノ 性 状

鮎 川 博 士 二 從 ヘ バThymol二Sulfurylchlorid

テ作 用 セ シ メ テ得 ラル ・4-Chlorthymol・ ・無

色 透 明 ニ シ テ 、 融159。Cテ 有 ス ル菱 形 板 状 ノ

結 晶 ナ リ。之 一Phosphoroxychloridラ 作 用 セ

シ メ テMono。4-Chlorthymylphosphoroxychl-

oridテ 生 ゼ シメ 、 更 二 之 ヨ リMono-4-chlor-

thymylphosphorsauresNatriumテ 生 ゼ シ ム。

CH3CH,

＼/
CH

!

/C＼/ONa
H-CC-0-P=O

CI-6と 一H＼ ・Na

＼ 雫/

CH:;

十H。0・=

Mono-4-chlorthymylphoshorsauresNatrium

(Thymophogen)

即Thymophogenハ 、 「フ ォ ス フ ア タ ー ぜ」 テ

含 マ ズ 且 ッ 「ア ル カ リ」性 テ呈 ス ル 血 流 中 二 於 テ

ハ 分 解 セ ラ レザ ル テ以 テ生 禮 二封 シ障 碍 テ及 ボ

サ ズ・ 而 シ テOrganphosphataseテ 含 メ ル 各

「チ モ フt一 ゲ ン」(Thymophogen)ハ 即 チ其 ノ藥

名 ナ リ。此 物 質 ハ 白色 細 微 ナ ル針状 結 晶 ニ シ テ、

水 二容 易 二溶 解 シ、 「ラ ク ム ス」 二封 シ弱 「アル

カ リ」性 テ呈 ス。 而 シテ 「アル カ リ」二封 シテ ハ

抵 抗 強 キ モ、 「フォス フ アター ゼ」ノ 存 在 及 ピ 酸

性 「メ ヂ ウ ム」二於 テ容 易 二加 水 分解 セ ラ レ次 圖

ノ如 ク4-Chlorthymolテi遊 離 ス。

CH3CH3

＼/
CH

i

/C＼
H-CC-OH+PO4Na2H

lllCl
-CC--H

＼C/

tCH
3

4・Chlorthymo1

種 臓 器及 ビ病 竈 組 織 内 ノ酸 性 「メ ヂ ウ ム」二於 テ

分 解 シ、殺 菌 力 強烈 ナル4-Chlorthymol((C且3)2

CH・C6H・,・CICH3・OH)テ 遊 離 シ鉱 二初 メ テ所 期

ノ目的 テ達 成 スベ シ ト云 フ。
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即 チ「チ モ フ。一 ゲ ン」(以 下 「チ モ」 ト略 構 ス)ハ

白 色 ノ粉 末 ニ シテ、 用 二臨 ミ滅 菌 蒸鯛 水 テ以 テ

溶 解 シ、 直 チ ニ静 脈 内 二注射 ス ル ニ適 ス。

「チ モ」蒸鱈 水 溶 液 ノ各 種 濃 度 ガ溶 血 現 象 テ惹 起

スベ キ範 園 テ定 メ ン ト シ、1%ヨ リ10%二 至 ル

各 種 濃 度 ノ水 溶 液 テ作 製 シ、 人 及 ピ家 兎 血 球 二

封 スル溶 血 現 象 テ検 シタ ル ニ第1表 ノ如 久 人

血 球 二於 テハ1%以 下及 ビ7%以 上 ノ濃 度 二於

テ 溶 血 テ來 シ、 家 兎血 球 二於 テ ハ7%以 上 ノ濃

度 二於 テ溶 血 反 庶 陽性 トナ リ タ リ。 從 ツテ余 ハ

「チ モ」注 射 實 験 二際 シ テハ約4%水 溶 液 ト シテ

用 ヒ久 リ。

第1表 「チモ」溶液 ノ溶血 範園一
血球＼112雨51617181gl・ ・

溶

血

現

象

人 、A.

人 、B.

家 兎

±

十

十

一
十

一
±

十

一
十

一

±

十

一
十

一
±

十

一

十

一

一

一

一

一

一

一

第三章 毒性試験

第 一 節 家 兎 試 験

動 物 ハ総 ベ テ 白色 健 康 成 熟 家 兎 テ用 ヒ、 食 餌 ハ

ー 定 ノ雪 花 菓 ト
、 少 量 ノ野菜 トテ以 テ シ、 少 ク

トモ1週 間 以 卜當 教 室 内 二飼 養 セ ル モ ノ テ供試

セ リ。

fチ モ」溶 液 ハ約4%ノ 割 二滅 菌 蒸鯉 水 テ以 テ ソ

ノ都 度 溶 解 シ,ソ ノ10ccmテ 家 兎 耳縁 静 脈 ヨ リ

注 意 深 ク緩 徐 二注 入 セ リ。 龍 温 ハ直 腸 検 温 ニ ョ

リ罷 重 ト共 二隔 日 二測 定 シ、 般 生 活状 態 ト共

二言已載 シオ キ タ リ。

イ 第2表 「チモ」隔 日0 .49注 射
ρ

家兎 第1號 ♀ 第2號 ♀ 第3號 舎

日1月 寧闇 蓋雛 重階1鶴撃j響1蓋欝
291X皿1580

2111750

41640

61700

81710

101790

121890

141850

162000

182020

202030

221960

242000

奮 一一2050

282100

302150

38.3

38。5

38.6

37.9

38.2

37,9

37.6

38.2

37.9

38.0

38.2

38.2

37.8

38.0

37.9

38.2

1250

毎1430

日 繭

く

旺

盛

活

濃

1400

1430

1410

1500

1560

1590

1570

1660

1640

1580

1660

138.4i1400138.5

痂 同 彌ii砺
一 一i-

37・8前1470 ,38・3

例 璽1…艶
158038.4

一}一

一1_

173038.2
-1-

180038.1

38.2

37.2

38.2

38.0

37.9

38.2

37.9

38.6

38.0

37.8

37.9

1600

1630

1650

1710

1810

1780

1800

1940

1800

186038.6

191038.7

37.8

塞

灘

ltt..;

灘

同

前

例

即 第2表 二示 ス 如 ク、1ケ 月 間 二亙 リ、0・49

(10ccm)テ 隔 日 二注 射 セ ル モ食 慾 蓮 動 共 二良 好

ニ シテ、 禮 温 ハ著 シキ昇 降 テ示 サ ズ
、膿 温 次 第

二檜 加 シ、 一 般 状 態 良 好 二経 過 セ リ。

斯 ク シテ 「チ モ」量 テ増 加 シ、0.8乃 至19テ 隔 日

注 射 ス ル ニ、 注 射 撒 同 二及 ブ頃 ヨ リ「チ モ」溶 液

ノ刺 戟 ニ ヨ リ注 射 部 位 ノ皮 下 組 織 拉 二血 管 二損

傷 テ來 シ、 血 行 障 碍 ニ ヨ リ耳翼 ノ俘 腫 化 膿 等 テ

惹 起 シ、i途 二静脈 注 射 二困 難 テ來 ス モ ノ甚 ダ多

ク、 筒 ホ増量 シテ29テ 毎 日注射 セ ル ニ、 第3

表 二見 ル如 ク、 執 レモ注 射 時悲 鳴 テ アゲ、逃 脱

セ ン ト シテ足掻 キ、 一 過 性 ノ呼 吸速 迫 テ來 シ、

第7號 ノ如 キ ハ、 第1同 注 射 終 了 直後 動 物 固 定

第3表 「チモ」大量 注射

家兎回 川 翠 鞠 憩

.1・ ・11297・2～直。c.q
4了 …r2980「"『

　 　　　 　

號1329.70i,,

舎 、42扁 ,,

第 ・・1・1224・2號 ・aα

6121t199i
-"

i2000,,號13

i-一[i-L「舎

14 灘 殆
1

ll⑫ 甑

一般1

状 態1

良
一一;:一

後
死

射注
弊

良

注射後
弊 死

備 考

注 射時悲鳴 ヲアグ

,,
一

'L
__

肉眼的内臓 器二著愛
ナ シ

注射時悲鳴 ヲアグ

,,

,,

大腸 二輕 キ粘膜
下 出血斑 ヲ認 ム

注射時悲鳴 ヲア
グ、肉眼的 内臓
器 二著墾 ナ シ
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器 ヨ リ開放 セル ニ朦 朧 トシ隔 罰 シ2時 間 ノ後 艶

死 シ、 第4號 ハ比 較 的健 康 ナ リ シモ第4日 目 一

腹 腔 内 二注 射 セル ニ直 チ ニ艶 死 セ リ。

艶 死家 兎 ハ直 チ ニ解 剖 シ内臓 諸 器 管 テ肉眼 的 二

精 査 セ ル モ第6號 二於 テ大 腸 二粘 膜 下 出血 ノ小

斑 テ少 数 認 メ タル他 著攣 ラ認 知 シ得 ザ リキ。

第 二 節 海 狽 試 験

供 試 海猿 ハ罷 重 大 ナ ル成 熟 健 康 海 狽 テ選 ビ、 當

教 室 二於 テー・定 條 件 ノ下 二1週 間 以 上飼 養 セ ル

モ ノテ用 ヒ、 白色 、 或 ハ 「ム ク」毛 ノモ ノハ往 々

ニ シテ虚 弱 ナ ル テ以 テ實 験 二供 セザ リキ。

海狼 ハ長期 二亙 ル静脈 内注 射 ハ施 行 不 可能 ナ ル

テ以 テ腹 腔 内注 射 テ行 ヒ、 「チモ」0,2乃 至0.4

9テ 毎 日注 入 セル ニ第4表 二示 ス如 ク、 初 メ ノ

4頭 ハ注 射 毎 二次 第 二膿 重 減 少 シ、 食 慾 不 振 、

元 氣喪 失 テ來 シ、3乃 至4日 目 二艶 死 セ リ。 之

テ解 剖 検 査 ス ル ニ、 腹 腔 内 ニ ハ敦 レモ強 度 ノ出

血 性滲 出液 テ潴 溜 シ、腹 膜 ハ充 血 シ諸 所 二小 盗

血 斑 テ1認 ノ タ リ。 第5號 ハ14日 目 二至 リ禮 重

甚 シ ク減 少 シ、 食 慾 、 元 氣 共 二奉 ヘ タル テ以 テ

注 射 テー 時 中止 シ放 置 シ オキ タル ニ、 ソ ノ後 再

ピ元 氣 テ恢1夏 シ注 射 中止 後1週 間 ニ シテ元 氣 甚

グ旺 盛 トナ リ禮 重 ハ試 験 前 二略 ≧復 蹄 セ リ。

「チ モ」テ溶 解 スル ニ生 禮 二必 需 タル葡 萄糖 液 テ

以 テ溶解 スル トキハ毒 作 用 少 ク、 吸 牧 亦 良 好 ナ

ラ ン ト思 考 シ、5%葡 萄 糖 液 テ以 テ前 例 ノ如 キ

海 狽 腹 腔 内注 射試 験 テ試 ミタ ル ニ第5表 ノ如 キ

成 績 テ得 タ リ。EP第6號 ハ注射 開 始 ト共 二禮 重

ノ減 少著 明 ニ シテー 般 状 態 不 良 トナ リ第11日

目 二艶 死 シ、 腹 腔 内 二出 血 性 滲 出液 テ多 量 二瀦

溜 シ・ 腹 膜 ハ高 度 ノ充 血 テ呈 シ タ リ。 第7、 第8

號 ハ3乃 至4日 ニ シテ艶 死 シ、 腹 腔 内所 見 ハ前

例 ニー致 セ リ。 第9號 ハ反 之 一般 状態 良 好 ニ シ

テ注 射 ニ ヨル障 碍 テ來 サ ズ
、 依 テー 時 注射 テ中

止 シ・ 再 ピ檜 加 シ2倍 量 ラ注 射 シ初 メ タル ニ途

ニー般 状 態 ノ不 良 テ來 シ
、 第3日 目 二艶 死 シ、

ソ ノ腹 腔 内所 見 ハ前 例 ニー 致 シタ リ
。

腹 腔 内 「チ モ」注 射試 験 ノ封 照 トシテ、2頭 ノ海

狸 二就 キ蒸鱈 水 ノ ミ5ccmテ 注射 シ2週 間 二亙

第4表 海6冥 注 射

海瞑日1鞭 鷺

第ぽ「顎ト意
痂
♂陰

一1
31X

第
2
號

♂

第
3
號

舎

第
4

號

舎

第

5

號

舎

4

5

6

3!X

4

5

6

24/X

25

26

27

241X

25

26

27

28

29

30

『

11XI

2

3

4

5

6

7

500

厩
璽

型
遡
塑
塾

(一)

0.49十

水10ccm

(一)

54・雛 臨
m

490

藏
垂

璽
璽
塑
遡

描
枷
譜

諾

譜

揚

畿

460

430

550

(一)

0.29十

水5ccm

,,

(一)

0.29十

水5ccm

,,

(一)

13(一)

一般状 態

良

稽 く不良

良

元氣衰フ

良

稽 く不 良

良

稽 ζ不良

良

,,

,,

,,

稽 く不 良

元氣恢復

良

不 良

良

腹 膜所 見

腹腔 内二出血

性滲 出液 ヲ多
量 二瀦溜 シ、

腹 膜 ・・張 ク充
血 ス

同 上

同 上

同 上

{量簾 射中一
リ績行 シタルニ封照海猿 ハ敦 レモ元氣旺盛 ニシ

テ生活状態 二著攣 テ認 メズ、長期間 ノ注射二耐

工得 タリ。

以上本章 二於 ケル「チモ」注射 ノ及 ボス毒作用 テ

観察スルニ・海狸 二於 ケル腹腔 内注射ハ刺戟甚
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第5表 海猿 注射(葡 萄糖液 ニテ溶解ノ

海猿 日ノ月
髄重
9

腹 腔 内
「チ モ」

注 射 量

一般状態 腹膜所見

-

-

鞭

刻
-

・231X 575 (一) 良

膣 ζ
内 腹
二 膜

出 ハ
血 強

性 〃
滲 充
出 血
液 ス
ヲ

多

芒
瀦
溜

124 570
0.29十

葡 液5ccm

一

,,

125 520 ,, ,,

510 ,, ,,

6127 490 ,, ,,

28 480 ,, 精 く不 良
一 　 一,

,,29 450 ,,

♂ 、30 450 ,,

一

,,

131
430 ,, 不 頁

1/XI 410
-

400

,,,,

1
・2 ・L

_甚 不 良
3 弊死

彌
・・1

第
7

號

♂

231X
一 一i

(一)1良
1 同

上

24 590

-

520

0.29十

葡 液5ccm
,,

25 'L -_ 不 良
{

26 弊死
　 　

91161XI
645 (一) 良

同

上

}

8!

舎1

一

第 ヒ7 650
0.29十

葡 液5ccm
●レ

號i18
600 ,, ,,

119
530 ,, 稽 ζ不良

20 450一
弊死
稲

,, 不 良

21

一

16/XI (一) 良

{17
1

600「
0.29十

葡 液5ccm
,,

118 1-一 一1600
,, ,,

第

9

號

♂

照

1「
玩「}

21

藪「}

23

至4

鶉一
26

E7-一

28

51X皿

禰
禰
禰
禰
面
禰
禰
禰
605

600

610

6「 繭

7コ 緬

8擁 死

,,一

,,

,,

,r"一'一 一

,P一
一 π

,

以後中止放置

0.49十

葡 液10ccm
一一「

,

,7一

,,

,,

,,

,,

良

稽 く不 良

同

上

蒸鯉水5aqノ ミ2週 間注射 セル封照海
猿2頭 ・・生活状態 二著攣 ナ シ

シ ク強 烈 ニ シ テ 海 狽 ノ生 存 テ断 ツ ニ至 ル テ以

テ、 腹 腔 内 注 射 ハ甚 ダ危 瞼 ナ ル コ トテ知 リ得 タ

リ。 然 レ ドモ家 兎 二 於 テハ 、0.49ノ 永 綾 的静

脈 内注 射 ハ生 活歌 態 二障 碍 テ來 サ ズ、 盟 重 ノ増

加 テ立 護 シ得 タ ル テ以 テ余 ハ 「チモ」注 射 ノ適 量

ハ家 兎 二於 テ0.49ト 判 定 シタ リnO.49テ 越 工

19或 ハ29ノ 大 量 二於 テハ家 兎 二於 テ モ毒 作 用

甚 シ ク、 生 活 歌 態 二障 碍 テ來 シ途 ニ ハ生 命 テ脅

威 ス ル ニ至 ル コ トテ観 察 シ得 タ ル ヲ以 テ、 更 二

家 兎 血 球 二封 シ如 何 ナ ル影 響 テ及 ボ スパ キ カテ

追 及 セ ン ト シテ次 ノ研 究 二進 ミタ リ。

第四章 血液虹二赤血球沈降速度二及ボス影響

第 一 節 大量1同 注 射

家兎二於 ケル「チモ」連綾注射最大忍耐量ハ前 彰

ノ結果 ニヨリ、1同0.49ト 認定 シ得 タルテ以

テ、此適量 ノ2倍 牛、即1.0テ1同 二注射 シ、

此大量1同 注射 ニヨル赤血球、白血球、血色素

量、赤血球沈降速度拉 二白血球細胞百分率 ノ攣

動 二及ボス影響 ヲ、「チモ」注射直後 ヨリ24時 間

二亙 リテ観察 シ、第6表 二示 ス如 キ結果 テ明ニ

スルコトテ得 タリ。實験 二當 リ家兎血液 ノ赤沈

速度ハWestergreen法 ニヨル3.8%絢 構酸曹

達 液0.4c.q使 用 一・一・テ ハ沈 降 甚 ダ緩 徐 ニ シテ、 沈

降 速 度 測 定 及 ピ比 較 ハ困 難 ナ ル テ以 テ、 余 ハ此

方法 ラ便宜 上 攣 更 シ、 絢 構 酸 曹 達 液1.Oc・q二 家

兎血 液1.Ocα テ加 ヘ ル コ トニ ヨ リ赤血 球 ノ沈 降

テ梢 ㌃昂 進 セ メ メ、 理 論 的 ニ ハ稽 ≧正 鵠 テ訣 ケ

ル モ、 時 間 的 實 験 観 察 一ハ甚 ダ明瞭 ナ ル識 別 テ

得 、 實 験 結 果 ノ比 較 判 定 テ容 易 ナ ラ シム ル テ以

テ、 之 ノ攣 法 テ以 テKatz・Rabinowitch中 等

慣 テ算 出記載 ス ル コ ト ・セ リ。

白血 球 細 胞 染 色 ハGiemsa染 色 テ行 ヒ細 胞200
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第6表 「チモ」大量(1.09)1同 注射 皇 ヨル血液墾化

家 兎

1

赤血
注 射 劇 白血鰍 顯 赤瀧 度

萬

白 血 球 細 胞%'

讐 綴 誹 核蓄 畿
注 射前5038700832.030603000

第8號

♂

2730g

噸i受10/5088000832.252268.56200.5

30/5217600782.517757100

1。5426000803.03856.54100.5

2。57ユ10000856.754449510.50.5

24。5109000803.534614100

注 射 前54310600872.036575100

第9號

♂

2640g

後10/52011200803.021753100

30/50011650803.7515783211

1。51111850842.523716000

2053911500833.2534614100

24。51010900818.7538592100

注 射 前5776900822.2542.54871.510

第10號

♀

22509

後1015635500782,2538574100

30!6266150821.253060・8.5100,5

1.600}

2。5551

6400

7700

832.5032644000

853.2543524100

24.一 蕨ri7000T4.5045493-1房00 .5

注.射前 7181

器到

7600984.255838.530 .500

第11號

♂

20509

後10!

307

6250832.5050482000

4500872.2562488200

1。604'665090

2。613695095

24。709720097

注射 前558

第12號

舎

2100g

後10,542

30/540

1。552

2。548

24。509

2.0

3.75

4.5

534240,500.5

51462100

62334100

11200832.2541.5468310 .5

10800742。544504200

7900702.7541534101

13600742.254052610.50 .5

15750802.7536565300

114007510.537565200

個 テ撒《・テ百分卒 テ換算表示 セリ。

實験家兎5頭 二於 ケル成績 ハ即、表 二示 ス如 ク、

家兎第8號 二於 テハ注射後赤血球 ハ2時 間目二

至 リ約13%ノ 檜加テ示 シ、各時間二於 ケル最大

値571萬 テ数へ、24時 間後 二至 リテ注射前 ノ値

二復 シタリ。血色素量ハ同ジク2時 間二最大値

テ示 シタルモソノ攣動 ハ僅少 ノ範園 二止 マレ

リ。白血球ハ反之、注射後梢 ㌃減少テ示 セルモ、

2時 間目ニハー過性 ノ檜加 テ來 シ(約15%) 、

24時間 二至 リテ略1注 射前値 二復 シタ リ。赤沈

速度ハ2時 間目二梢 ≧充進 テ示 セルモ、24時 間

後 ニハ略 ≧薔値 二復セリ。白血球各細胞 二於 テ

ハ注射後30分 二至 リテ假性 「エオジン」細胞ハ

既二45%ノ 減少 ラ示 シ、反之、小淋巴球ハ増加

シ・30分 後 二最大値 テ示 シ、然 モ雨者 トモ24

時間後 ニハ菖値 二復 シタ リ。大淋巴球 ノ推 移モ

小淋巴球二略 ≧一致 スルモノ・如久 ソノ他 ノ

細胞 二於 テハ著攣 ラ認 メ得ザ リキ。第9號 二於

テハ赤血球 ハ、注射後梢 ≧減少 シ、24時 間後尚

ホ輕度 ノ減少テ示 シ、血色素量ハ略 ヒ之 トー致
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セル推移 テ示 シ、 白血球ハ反之、輕度 ノ檜加 テ

來 セルモ、24時 間二至 リ菖値 二恢復 シ、赤沈速

度ハ24時 間後 二於 テ著明ナル元進テ示 シタリ。

白血球各細胞 ノ攣動ハ、第8號 ト同様 ノ傾向テ

示 シタリ.第10號 二於 ケル赤血球ハ注射後30

分 二輕度 ノ増加 テ來 セルモ、 ソノ後減少 ノ傾向

テ示 シ、血色素量ニハ著憂 テ認 メズ、白血球ハ

注射直後梢 ≧減少 セルモ後次第二檜加 シ薔値二

復 セリ。赤沈速度ハ124時 間 二梢 胤充進 テ示 シ

タリ.白 血球各細胞ハ前2例 ト同様 二注射直後

假性「エオジン」細胞 ノ減少 ト、小淋巴球 ノ増加

トテ認 メ得タリ。第11號 二於 テハ赤血球ハ輕

度 ノ減少 テ示 シ、血色素量モ之二拉行 シ、白血

球 ハ30.分 目一ハ約40%ノ 著明ナル減少ヲ示 シ

タルモ、24時 間二至 リ略k菖 値 二復 シ、赤沈速

度 ハ1時 間後梢 、逞延 テ示セルモ24時 間後ハ

薔値 二達セリ。白血球各細胞 二於 ケル移動ハ前

3例 ト全 ク反封 ニシテ、假性「エオジン」細胞 ノ

増加 ト、小淋巴球 ノ減少 トラ示 シ、是等ハ敦 レ

モ注射後30分 二於テ最モ著明ニシテ、24時 間

後 ニハ注射前値 二恢復セリ。第12號 二於 テハ、

赤血球拉 二血色素量ハ共二梢 丸減少 シ、白血球

ハ30分 二梢 ヒ…著明ナル減少テ來 シタルモ24時

間後 ニハ再 ピ薔値 二復 セリ。白血球各細胞 ノ攣

移 ハ第11號 テ 除 ク前3例 ニー 致 セ ル経 過 ラ示

シ タ リ。 赤 沈 速 度ノ・24時 間 著 明 ノ充 進 テ 示 シ

タ リ。

要 之、 實 験 家 兎5頭 中、赤 血 球 ハ、第9、11、12

號13頭 二於 テ 注 射 直 後 ヨ リ 減 少 テ來 シ。2時

間 後 ヨ リ次 第 二薔 値 二復 シ、 他 ノ2例 ハ之 ト反

封 ノ経 過 テ示 セ リ。 白 血 球 ハ、第8、10、11、12號

ノ4例 二於 テ、 注 射 直後 ヨ リ減 少 シ、2乃 至24

時 間後 ニハ薔 値 二蹄 リ、 反 之、 第9號 ノ ミハ注

射 直 後 梢U曾 加 ヲ示 シ タ リ。 血 色 素 量 ハ赤 血球

数 ノ推 移 二略 ㌃拉 行 シ、赤 沈 速 度 ハ注 射 後30分

二於 テ、 第10、11號 ハ 遅 延 テ 示 シ、 注 射後24

時 間 二於 テハ,第9、12號 ノ2例 ハ著 明 ノ速 度

充 進 テ示 シ タ リ。 白 血球 細 胞 二就 テ ハ、4例 ハ

注 射 直後 ヨ リ假 性 「エ オ ジ ン」細胞 ノ著 明 ナ ル減

少 ト、 小 淋 巴 球 ノ激 増 トテ來 シ、然 モ24時 間後

二於 テハ 雨 者 略 ≧注 射 前 ノ値 二復 シ タ リ。 軍核

細 胞 、イエ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 、 盤 基 性 嗜 好 細胞 等

二於 テハ 著 攣 ラ認 メザ リキ。

第 二 節 適 量1同 注 射

家 兎 二封 スル適 量0・49テ4頭 ノ家 兎 二注 射 シ、

血 液 攣 化 テ注 射 後24時 間 マ デ 追 及 セル ニ第7

表 ノ如 久 赤 血 球 二於 テ ハ第16號 テ除 ク3例 二

於 テ注 射 直 後 凡 テー 過 性 ノ減 少 テ示 セル モ高 度

第7表 「チ モ」適 量(0.49)1同 注 射 ニ ヨル血 液 攣 化

家 兎

第13號

♂

2300g

第14號

舎

2680g

注 射

注射前

後101

30!

・0
1

2。

240

注射前

後10/

30!

1。

20

24。

舳
響
625

610

濡

蕊

白血球数

'7600

8200

8000

7800

血色
素量

81

85

81

84

645

可

585

575

巫

7900

7700

6600

6100

83

81

75
-
75

790077

620・810074

613i710074
レ　 ヒへ 　　　　

600690075

赤沈速度

2.5

3.0

2.5

2.0

2.5

3.0

2.5

3.0

3.0

2.5

2.75

2.5

白血 球 細 胞%
假 性
「エ オ

ジ ソ」

61

35

20.5

39

53

58

万
21

15

且
⊥

33

淋
球

小
巴

35

60

71

54
一τ

37

62

75

78

71

67.5

63.5

大淋
巴球

3

4

「1帯

6

3

4

2

3

5

⊥
,⊥

2

箪核

1

1
一工 惹「

一

1一

2

1

1

1

1

⊥
⊥

1

オ
判
妊
o

』
ジ
童
一一 「

0

0

0

0

1

0

0..5

0

0

0

基
好

臨
嗜

0

0

0.5

0

1

T

1-T

0.5

0

0.5

0.5
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第15號

舎

2820g

第16號

舎

2280g

注射前

後10ノ

30ノ

1。

2。

24。

注射前

後10!

30!

1。

2。

24。

718

703

700

万

可
720

641

可

660

605

618

620

7100

6600

7500

8100

7400

7200

6200

5500

5950

6700

7300

7000

T

85

86

可

86

85

74

71

74

75

76

75

2.75

3.25

1.75

3.0

2.5

2.5

3.25

3.75

4.0

2.25

2.75

3.5

54

38

可

49

万

55

58

T

π
T

τ
56

万
了

64

49

44

41

38

42

59

T

51

41

4.5

τ

2

2

3

2

3

4

6

6

T

2

2

1

1

0

3

2

1

T

1

7

1

1

0

0

0
下

0.5

0

0
下

0

0.5

0

0

0.5

0

0
下
π
τ
0

丁
0

0.5

1

τ
ナラズ、而 シテ24時 間後 二至 レバ反 ツテ輕度 ノ

j曾多テ示 シ、白血球及 ピ血色素量 モ略k赤 血球

ノ推移二拉行 ノ態度 テ示 シ、赤沈速度 ハ注射ニ

ヨル動揺甚ダ輕微 ニシテ注射 ノ影響 トシテ著攣

テ認メズ。然 レドモ白血球細胞 ノ攣化ハ前節 ト

同檬甚 ダ著明ニシテ、4例 トモ注射後30分 乃至

1時 間ニシテ假性 「エオジン」細胞 ノ激減 ト、小

琳巴球 ノ相封的激増 トテ來 シ、 ソノ後速 カニ次

第 二注射前 ノ値 二復 シ、24時 間後 ハ全 ク蕎値 テ

第8表

示 シ、殊二小淋巴球ハ反 ツテ輕度 ノ増加 テ示 ス

傾向テ認 メ得 タリ。ソノ他 ノ各細胞 二關 シテハ、

前節 ノ例 ノ如 ク著攣 テ認 メ得 ズ。

第 三節 適 量 連績 注 射

「チモ」1回 注射 ニヨリテ梢 ≧著明ナル血液憂化

ノ招來 テ認 メ得 タルテ以テ、更二健康家兎5頭

二就 キ適量0 .49テ2週 間 二亙 リ毎 日注射 シ、

注射開始前 ノ血液所見 ト、2週 間注射後 ノ夫 レ

トテ比較 スルニ第8表 二示 ス如 ク、5頭 トモ盟

「チモ」適 量連 績毎 日注射 ニヨル血液愛化

家兎 注 射 髄9重 赤響 数舳 鰍

白 血 球 細 胞%

墨縢 靴 講 輩核蓄 麟
第
17

號
舎

注射前 2340 582 76001 872.2553,540.54200

2週 後 2500 545 8500 882.2551.5443.5100

培 減 十160 一37 十900 十10-2十3.5--0.5-1

第
18

號
♂

注射前 2100 620 12100 1002.563268300

2週 後 2450 610113如0 1032.756130.54400.5

壇 減 十350 一10

膿
i11500
1

十3十 〇.25-2十4.5-4十1

第
19

號
♂

注射前 2570 659 1082.2552434100

2週 後 2750 ,,1122.2550473.52,500

増 減 十180

728

十69 十2400 十40-2十4-0噌5十1.5

第
20

號
♂

注射前 2550 563 8500 822.2560.535.53.50.500

2週 後 2800 584 9000 873.255739.55.5800

堆 減 十250 十21 十500 十5十1-3.5十4一 ト2十7.5

第
21

號
舎

注射前 2050 593 7900 852.56630.53.00.500

2週 後 2350 620 8100 893知053396.5 1.50
-} }

十1

0

増 減 十300 十27 ↓200 十4十 〇.5-3十8.5十3.5

重 ハ檜加 シ、赤血球、白血球拉 二血色素量モ亦

伺様二輕度 ノ増加テ認 人 然モ赤沈速度 ニハ殆

ン ド攣 化 ラ認 メ得 ザ リキ。 白血球 各 細 胞 二就 テ

ハ假 性 「エ オ ジ ン」細胞 ハ著 攣 テ認 メザ リシモ、
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小淋巴球及 ビ大淋巴球 二於 テ輕度 ノ増加 ヲ示

シ、從 ツテ白血 求徳撒 ノ増加原因ハ、圭 トシテ

淋巴球 ノ増多二基因スルモ ノト認 メ得 タリ。

以上本章二於 ケル實験成績 ヨリ、血液像 二封 シ、

「チモ」溶液 ガ或種 ノ影響 ラ及 ボスモ ノタルコ ト

ラ認 メ得 タ ル テ以 テ、 更 二生 禮 各 細 胞 ニ モ進 ン

デ關 係 テ有 シ、從 ツ テ 「チ モ」自身 ガー 定 ノ攣 化

過 程 テ辿 リ途 二排 泄 セ ラル ベ ク、斯 ク シテ余 ハ

ソ ノ吸 牧 排 泄 ノー 端 テ窺 ハ ン トシテ次 ノ研 究 二

進 ミタ リ、

第五章 「チモ フォーゲン」注射ノ尿中 「エーテル」硫酸量 二及ボス影響

動 物 ガ 日常囁 取 ス ル食物 蛋 白禮 拉r「 アtノ 」酸

ガ、 腸 管 内 二於 テ腐 敗 分 解 ノ過 程 テ経 テ 「フェノ

ー ル」系 ノ有 毒 物 質 テ生 ジ、之 ガ血 中 二吸 牧 セ ラ

ル ・ヤ既 二血液 中 二存 在 スル硫 酸 基 ト結 合 シ、

尺 中 「エー テ ル」硫 酸 、 或 ハ 「グ ル クロ ン」酸 抱 合

禮 トナ リテ排 泄 セ ラル ・ハ既 二Baumaロn〔2)ガ

謹 明 セル トコロ ニ シテ、 コ ノ解 毒 機 轄 ノ主 要 ナ

ル母 地 ハ 圭 トシテ肝 臓 拉 二腎 臓 タル ハ現 今 殆 ン

ド疑 ヒナ キ所 トナ レ リ。

練 ツ テ、血 流 中 二注 入 セ ラ レ タル 「チ モ」ガ飢 述

セ ル如 キ分 解 過 程 テ以 テ果 シテ4-Chlorthymol

ラ遊 離 シ得 ル ヤ、 而 シテi4-Chlorthymolヲ 遊

離 シ得 タ トス レバ生 禮 ノ微 妙 ナ ル解 毒 機 構 ニ ョ

リ、 「グル ク ロ ン」酸 、 或 ハ硫 酸 ト抱 合 シ速 二尿

中 へ排 泄 ノ運 命 テ辿 リ得 ル ヤ、 此 疑 問 ハ 「チ モ」

ガ 宅禮 内 二於 テ登 現 セ ン トスル掲 自 ノ殺 菌 作 用

機 轄 二封 ス ル緊 密 ナ ル 問題 ニ シテ、 余 ハ 「チ モ」

il射 ニ ヨ リ、 尿 中 「エー テル」硫 酸 量 ノ動 揺 テ追

究 シ血 流 内 「チ モ」ガ所 期 ノ 目的 二向 ヒ妥 當 ナ ル

蓮 命 二終 始 シ ア リヤ否 ヤ テ確 メ ン トシ、尿 中 「エ

ー テ ル」硫 酸 量 テ測 定 シタ リ。

第 一 節 實 験 方 法

動 物 ハ 白色 雄 性 成 熟 健 康 家 兎 テ選 ピ、 飼 養 方 法

ハ前 例 ノ食 餌 テ以 テ1頭 宛 身 禮 蓮 動 自 由 ナ ル家

兎 飼養 器 内 二養 ヒ、 尿 ハ毎 同 早 朝 一 定 時 二排 尿

瓶 ノ 内容 テ トリ、 之 二 「カ テー テ ル」テ以 テ探 尿

セル量 テ合 シテ1日 ノ全 量 トナ セ リ。

「チ モ」注 射 前23日 間 毎 日「エー テ ル」硫 酸 量 テ

定 量 シ、 ソ ノ値 ノ略 ヒー 定 セル テ確 メテ之 テ ソ

ノ家 兎 ノ封 照値 トシ、 實 験 値 ト比較 セ リ。

「エ ー テ ル」硫 酸 定 量 法 ハFolin{3}法 二依 リ、 尿

125ccm二 水75ccm及 ピ稀 盤 酸30ccmテ 混和

シ、5%盤 化 「バ リウム」液20c・α テ振 醗 ス ル コ ト

ナ ク静 二滴 下 シ、1時 間放 置後 之 テ混 和 シ濾過

ス.濾 液125ccmテ 砂 浴 上 二静 二30分 間 煮沸

シ、 之 テ冷 却 、 濾 過 、 洗1條 シ、柑 蝸 内 ニ テ灰化

秤 量 ス。 残 リ タル灰 ハ即 チBaSO4;シ テ之 二

〇.3430テ 乗 ジ無 水硫 酸 トシテ算 出 セ リ。尚 ホ尿

定 量 二際 シ、 尿 比 重 拉 二反 慮 、 蛋 白等 テ モ併 セ

検 シ之 テ記載 セ リ。

第 二 節 適 量 注 射

家 兎3頭 二 「チ モ」適 量0.49テ4日 間 二亙 リ毎

日注 射 シ5日 目 二尿 中 「エ ー テル」硫 酸 量 テ測 定

セ ル ニ第9表 二示 ス如 ク、3例 トモ注 射 前 封 照

第9表 「チ モ」0.49注 射 ニ ヨ ル尿 中
'「
エ ー テ ル 」硫 酸 量

家兎 日1月
髄重
9

尿量
ccm

尿
反磨

比重 尿
蛋白

「エ ー テ

ル」 硫

酸 量9

!

第

22

號

舎

1/XH 2430 114 中性

,,

1011 (一)

(一)

0.004562

2 2480 112 1012 0.004691

3乃 至6日 「チ モ」0.49毎E注 射
一一

;

一 一 響

7 2520
一 一 一冨一 一一 一

105
一塵一 一一 一

,, 1012 (一) 0.011683

8 2540 130 ,, 1010 (一) 0.004702

9 2550 116 ,● 1010 (一) 、0.004539

第

23

號

舎

11X皿 2580 143 中性

,,

1012 (一)

(一)

0.004703

2 2610 125 1012 0.004061

3乃 至6日 「チ モ」0.49毎 日注 射

7 2630 156 ,, 1012 (一) 0.011446

8 2700 136 ,, 1012 (一) 0.006249

9 2710 130 ,, 1012 (一) 0.005101

第

24

號

舎

11XH 2090

2000

125 中性

,,

1010

1≡;
0.005416

2 118 1010 0.005506

「

3乃 至6日 「チ モ」0.49毎 日注射

7 2120 122 ,, 1010 (一) 0.011146

8 2140 147 ,, 1010 (一) 0.0066861

9 2200 135 ,, 1010 (一) 0.005851
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値 二比 シテ約2倍 以上ノ著明ナル増量 テ示 シ、

而 シテ注射中止 ノ翌 日ヨリ急速 二減量 シ,48時

間後 ニハ各例 トモ注射前封照値 二恢復セリ.尿

量ハ注射後梢 ≧壇加 ノ傾向テ示 シ、尿反鷹ハ毎

同中性テ持績 シ注射 一 ヨル直接 ノ影響 テ認 メ

ズ、比重 二於 テモ著明 ナ ル檜減 ナク、尿中蛋

白反慮ハ凡 テ陰性 一 シテ、尿沈渣顯微鏡所見

ニモ異常成分 ノ存在 テ謹明 シ得ザ リキ。試獣

ノ食慾蓮動等一般状態 ハ 日々活濃良好 二経過

シタリ。

第 三 節 中 等 量 注 射

注射 「チモ」ll赴テ梢 」曾加 シ、1同 量 テ0.69ト

シ之 テ4頭 ノ家 兎 二 毎 日注 射 シ、 尿 中 「エー テ

ル」硫 酸 ノ排 泄 量 ラ毎 日測 定 セル ニ第10表 ノ如

久 注射 翌 日早 クモ著 明 ナル増 量 テ來 シ、第25、

27雨 號 二於 テ ハ 封 照 二比 シテ約3倍 以 上 二達

シ、 他 ノ2例 二於 テモ殆 ン ド3倍 二近 キ檜 加 テ

示 シタ リ。 尿 量 ハ各 例 トモ第1同 「チ モ」注 射 ニ

ヨリ翌 日著 明 ノ檜 加 テ來 シ、 爾 ホ 「チ モ」注 射 テ

績 ケ タル モ尿 量 ハ梢 胤減 少 ノ傾 向 テ示 シ次 第 二

封 照 時 二近 ヅ ケル モ然 モ封 照時 ノ夫 レヨ リハ梢

多 量 ノ傾 向 ニ アル モ ノ ・如 シ。 尿 反 慮 、 比 重 、

第10表 「チモ」0.69注 射 ニ ヨル尿 中
「エーテル」硫 酸量

27巨9裡

稽 諾
♂}

i161X皿魎

第i}塑

・里 」 廻

;23i2510　 　

}161X皿2550

第巨7

811811912590

i2_tsoi
2560
!_

號1201型

♂i21}ii塑i
22 2650

12312680

家
兎

日1月華 騰

i161X皿[21201241
、71酒]五 乙第

1182痂 葡
51912230230

　へ 　
2012250r115號

2121801200♂
　 　　

,222210105

232220166
ピー 一:-

1161XHi2870145

第 ・7魎1璽
118128502156
1928801200

轟 腫
生中

,,

丁
丁

1010

1010

1012

1而

緬
丁 1010
-!一

,,1010

,,11010
　 　へ

中 性 …1010

,,ilOIO

1012

1010

ドエ ー テ尿
ル 」硫蛋 白

酸 量9
)一(

118

124

216

205

168

140

105

140

125

140

205

197

唖1魎巨:⑳6識
,,'1010,,0.004967

-・ 一一一 く一 〇 .69
ミ 　

,,10101,,0.014126
-1-1-一 一!一 一 ←

,,110101,,0.015483

りり

丁
1010 0.013446

,,11010・
.⊥ 」!

壺i輯iiiiii;i
幽一一一一一1-

,,

璽Ll:躇}

マ
175

120,,

i⊥i璽[≡i…16324i
11010

,,11010

狸 τ 「6・14786i:0●69
・・11「,…13357L::

1← ・,

130

1451,,1010

2900:180"i1010
へ 　　　11014

1010

マi。.。 。584、)

0.011125⊥}

,,IO.006638

號20

注 射
「チ モ」

量

lO.004034i

O.004407

一1

,←0.69
・0

.0141611
　　

0・012231i
_

±1…灘1-
,,0.007033:

,,0.0044211
)一

9-)10・0050831

,,IO.006051

,,0.0141271

♂ 匿1__

】
翌
23

,,0.013341i

2830100

2920124

,,0.013863

、←0.69

ト←
,,

1←
PP

←,,

,,,,10.009324!

,,,,0、OO↓733;

2910105 ,,0.004558

蛋 白 等 ニハ全 ク著 憂 テ認 メ得 ズ。 「チモ」注 射 日

毎 二 「エー テ ル」硫 酸 ハ毎 日梢 ヒ同程 度 二、然 モ

多 量 テ排 出 セ ル モ、 注 射 中 止 ノ翌 日二於 テ早 ク

モ尿 中 「エー テ ル」硫 酸 量 ノ低 下 テ來 シ、 翌 々 日

ニ ハ全 ク正 常 排 出 量範 園 二復 蹄 ス ル傾 向 テ認 メ

タ ルハ前 節 ノ試 験 成績 ニー 致 シタ リ。

第 四 節 大 量 注 射

「チモ」注射 量 テ適 量 ノ2倍 量
、 即 チ0.89二 檜

畦 シ、 家 兎3頭 ニ ツ キ3日 間 注 射 持 綾 セル後 ノ

尿 ニ ツ キ 「エー テル」硫 酸 量 テ測 定 セ ル ニ第11

表 二示 ス如 ク、「チ モ」注 射 ノ影 響 トシテ尿 中 「エ

ー テ ル」硫 酸 量 ノ増 加 甚 ダ著 明 一 シテ
、 第30、

31雨 號 ハ李 常 値 梢 、一 般 ヨ リ低 値 テ示 セ ル モ

「チ モ」注 射 ニ ヨ リ平 常 値 ノ3倍 量 テ排 出 シ
、 第

29號 モ著 明 ナル檜 量 テ示 シタ リ。 然 モ24時 間

後 二至 レバ亦 著 明 二減 量 シ、48時 間後 ニ ハ殆 ン

ド李 常 値 二近 ク恢 復 シタ リ.尿 量 ハ 「チモ」注 射

後3例 トモ著 明 二増 量 セ ル テ認 メ、 日 テ経 過 ス

ル ト共 二李 常 時 尿 量 二復 ス ル傾 向 テ認 メ タ リ。

尿 反 鷹 ハ 「ラ クム 勺 二封 シd射 前 ノ中 性 反 慮 テ

持 績 シ、 比 重 及 ビ蛋 白反 慮 ニ ハ著 攣 テ認 メズ、

尿 沈 渣鏡 検 上 異物 テ認 メズ、 試 駄 ノー 般 状 態 ハ

前 節 各 例 ノ如 ク良 好 ニ シテ艘 重 ハ檜 加 ノ傾 テ示

シタ リ。
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第11表 「チ モ」0 。89注 射=ヨ ル尿 中

「エ ー テ ル」硫 酸 量

家兎 日1月 盟重
9

尿量
ccm

尿
反磨 比重 尿

蛋白

「エ ー テ

ル」 硫

酸 量9

第

29

號

♂

131XI 2860巳32 中性1012 (一)[0.005286

14
-一 一 一 一,

28801106 一讐__. 1・012

1
"0.003658

15乃 至17日 「チ モ」0.89毎 日注 射
一

18 2890
1140 1

,, 10121"・0・018734

19 2920 113 ,, 1013 ,, 0.006694

20 2900 126[,, 1012 ●, 0.004219

第

30

號

♂

131XI 2710 110
1中性i1011

(一)

,,

0.003196

14 2730 112 i,,1、 。、1 0.003698

15乃 至17日 「チ モ」0.89毎 日注 射

1812750i137
↑

」 ■1012 "10,013483

・9}28・ ・11・3 ,, 1011
1

"P・008648

120 }2750i132i., 1011i,,0.004431

欝i
號1

13!XI 「
2710:1101中 性11011

1(一)10
.003192

14 I
l 2730i112"!1011 ,.0.003694

15乃 至17日 「チ モ」0.89毎 日注 射

舎

18
12750

137」,11012 ,, 0.012867

19 280U 108 "i1011,, 0.006892

20 27701132 ..11011 o● 0.004482

第 五 節 綱 状 織 内 被 細 胞 系

機 能 ト ノ關 係

前 節 ノ實 験 ニ ヨ リ明 カ ナル 如 ク、 血 流 中 二注 入

セ ラ レ タル 「チ モ」ハ、 生膿 内臓 器 「フtス フーrタ

一 ゼ」ニ ヨ リ分 解 セ ラ レ而 シテ 遊 離 シタ ル4-

Chlorthymolノ ・速 二排 出 ノ…運 命 テ辿 ル ベ 久 此

ノ経 過 二關 シテ ハ肝 臓 、 腎 臓 、 脾 臓 拉 二生髄 内

各 組 織 球 細 胞 等 ノ活議 ナ ル 解 毒 機 轄 ニ ヨ リ「グ

ル ク ロ ン」酸 或 ハ抱 合 硫 酸 トシ テ急 速 二膿 外 へ

排 出 セ ラル ベ キ テ立 護 シ得 タル ヲ以 テ、 更 二網

状 織 内被 細 胞 系 機 能 ト如 何 ナ ル程 度 二於 テ直接

關係 ア リヤ、 即 チ網 状 織 内被 細 胞 系 統 機 能 障碍

時 二於 ケ ル抱 合 硫 酸 排 出機 轄 二封 シ、 「チ モ」注

射 ガ如何 ナ ル影 響 テ及 ボ シ得 ル ヤ、 余 ハ其 間 ノ

微 妙 ナ ル生 膿 機 構 ノー 部 テ窺 ハ ン トシ、 健 康家

兎4頭 テ選 ビ、1%「 コ ラル ゴー ル」生 理 的食 鞭

水溶 液 テ以 テ毎 日3CCm宛3日 間 静 脈 内注 射 テ

行 ヒ、 家 兎 テ シテ或 程 度 ノ網 内 系機 能 不 全 テ惹

起 セ シ メタル後 「チモ」0.89テ 注 射 シ、「エー テ

ル」硫 酸 合 成 排 出 二及 ボ ス影 響 テ観 察 シ第12表

ノ成 績 テ得 タ リ。 帥 チ「コ ラル ゴー ル」液 注射 ニ

ヨ リ網 内 系封 鎖 テ受 ケ タル家 兎4頭 ハ、共 二尿

量 ハ減 少 シ、 比 重 ハ敦 レモ脛 度 ノ増 加 テ來 シ、

尿 反 慮 ハ 「ラ クム ス」二封 シ常 二中 性 ノ態 度 テ維

持 シ、 尿 中蛋 白反 慮 モ陰 性 テ持 績 シタ ル モ、 尿

中 「エ ー テ ル」硫 酸 量 ハ各 例 トモ著 明 二減 少 テ來

シ、 而 シテ之 二 「チモ」0.89テ 注 射 シタル ニ 「エ

第12表 「コ ラル ゴー ル」及 ビ 「チ モ」注 射 ニ ヨ ル尿 中 「エ ー テ ル 」硫 酸 量

家兎
}

第

32

號

♂

第

33

號

♂

日1刀

161V

17

20

21

22

23

161X

17

20

一

22

箆;一 一

照 重
9

2310

2400

2300
一至

180
一瓢6一

2380
'函 颪y

2150

2030

2100
一痂 「

2130

尿 量
ccm

155

160

142

200

155

160

12ぢ 一

145

120

155

173

135

尿反応

中 性

りり一7一

耳 性

,,

比 重

1010

1011

尿蛋白

(一)

」"
.L_一_

10161
-一 一 一

1010

1012

1016

1011

1012

互砺 一

1011

1011

,, 1011

,,

リサ

「;

,,

「エー テノレ」

硫 酸 量9

0.005288

0.005816

0.004163

0.010835

0.005784

0.004981

0.006833

0.006217

0.005103

0.010()43

0.007019

0.006514

主亀
≧ 射

← 「コ ラ ノレゴ ー ノレ」

3ccm宛3日 間

← 「チ モ 」0.89

←1の コ ラ ル ゴ ー。ル1

3ccm宛3H間

← 「チ モ」0.89
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第

34

號

♂

第

35

號

舎

161V

17

20

21

22

23

16/V

17

20

21

22

23

2480

2510

2440

2400

2480

2540

160

145

中 性

,,

一 トー

125

158-「

160

173

2560170

261P.i188

2550 160

・中 性

2580

2610

2593

200

166

180 ,,

1008

1008

1012

1012

1011

1010

1010

1010

1014

1010

1011

1010

(一)

,,

(一)

,,

,,

0.007171

0.007873

0.006384

0.001114

0.008273

1← 「コ ラ ノレゴ ー ノレ」

3ccm宛3日 間

、く『「チ モ 」0.89

0。006331

0.006865

0.005962

0.004468

0.010408

一;一 「コ ラ ル ゴ ー ル 」

3ccm宛3日 間

← 「チ モ 」0.89

0.006937

0.005482

一 テ ル」硫 酸 量 ハ 前 節實 験 ノ場 合 ト略 、同 様 二

著 明 ナ ル壇 量 ラ來 シタ ル モ、 ソ ノ檜 量 率 ハ前 節

二比 ス レバ明 二低 傘 テ示 セ リ。 而 シテ 「チ モ」注

射後3日 目二至 レバ激減 シ殆 ンド李常時排出量

二近 ヅケリ。試獣一般状態 ニハ著明ナル攣化テ

認 メズ。

第六章 総括虹二考按

血 流 中 二d二入 セ ラ レ タル各 種 溶 液 ハ生 罷 二封 ス

ルー 異物 ニ シテ、 之 二封 シ テ生膿 ノ各 機 能 ハ微

妙 ナル機 轄 ニ ヨ リ、 ヨ ク同化 、 吸 牧 蚊 二排 泄 テ

逡 行 シ、 生 活 機轄 二障碍 ナ カ ラ シ メ以 テ藥 剤 本

來 ノ目的 テ達 成 セ シム ル モ ノナ リ。

W.AutenrietundZoltanvonVam6ssy`4}ノ

主 唱 セル如 クPhenogrupPe/PhosphorsEure-

esterハ 有 機 膿 二封 シ殆 ン ド無 毒 ニ シテ、 而 シ

テ コ ノ燐i酸「エ ス テ ル」ハOrganphosphatase

ニ ヨ リ初 メ テ分 解 セ ラル ・二至 ル
。 余 ノ實 験 第

2表 二示 セル如 ク、 「チ モ」注 射 テ家 兎 二長期 連

綾施 行 セル モー一般 駄 態 益 々良 好 ニ シテ、 静脈 内

澁 射 ノ異 物 トシテ障 碍 テ認 メ得 ザ ル程 度 ノモ ノ

ナ リキ。 然 レ ドモ之 テ海 狽 ノ腹 腔 内 二汁 入 ス ル

時 ハ ソ ノ刺 戟 甚 ダ強 烈 一 シテ、 試 獣 ハ敦 レモ張

度 ノ出 血性 腹 膜 炎 テ惹起 シ.早 キハ 注射 翌 日艶

死 シ、 発 死 二至 ラザ ル少 数 例 二於 テ モ膿 重 ハ 注

射 テ綾 ケル ト共 二漸 減 シ、 食 慾 及 ビ運 動 不 活霰

トナ リ次 第 ニー 般 状 態 悪 化 スル テ認 メ、 注射 テ

中止 ス ルニ及 ピ再 ビ元 氣 テ恢 復 シ、 食 慾 旺 盛 、

膿 重 壇 加 テ來 シー 般 状 態 良 好 トナ レ リ。 即 チ血

流 中 二於 テ ハ無 毒 ナル燐 酸 「エ ス テル」モ、 腹 腔

二於 テ ハ分 解 セ ラル ・カ、 或 ハ直接 「エ ス テル」

自身 ガ・敏感 ナ ル腹 膜 テ刺 戟 シ炎症 テ惹起 スル モ

ノナ ラ ン。 「チモ」粉 末 ハ蒸 鱈 水 ヲ以 テ溶 解 シタ

ル モ、 別 一之 テ5%葡 萄 糖 液 ラ以 テ溶 解 シi1射

シタル モ、 海 狸 腹 膜 二封 シテハ 同様 ノ刺戟 障碍

テ招 來 シタ ル テ以 テ、 「チ モ」溶 液 ハ血 流 中 二於

テ ハ障碍 テ來 サ ザ ル モ、 血 管 以 外 二直接 注 入 ス

ル時 ハ甚 ダ強 烈 ナ ル刺 戟 作 用 テ惹 起 シ生艦 二著

明 ナ ル障碍 テ及 ボ スモ ノ ト認 メ得 タ リ。 血液 中

ニ ハ ー 般 二 「フ。ス ファター ゼ」無 キモ ノ ト考 フ

レ ドモ、Forrails)Demuth(61等 ハ血 液 中 二極 メ

テ僅 カニ存 在 スル コ トテ謹 明 シ、 梅 野(7)、南(S♪

氏 等 モ同様 二確 認 シ、 殊 二 白血球 二存 在 シ、 赤

血 球 ニハ殆 ン ド存 在 セ ズ ト樗 シ タル モ、 赤 松(9》

氏 ハ赤 血球 ニ モ僅 微 乍 ラ存在 ス ト云 ヘ リ.然 シ

敦 レニ スル モ血 液 中 二 存 在 スル 「フ,ス フ.タ ー

ゼ」量 ハ甚 グ僅 少 ニ シ テ注 入 サ レタル燐 酸 「エ ス

テル」テ ヨ ク分 解 セ シメル程 度 ノモ ノニ非 ズ、從

ヅ テ「チ モ」ノ血 流 中 二於 ケ ル分 解 作 用 ハ考 慮 一

入 ル ・必 要 テ認 メ ズ ト余 ハ 断 定 セ リ。 如 斯 、
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「チモ」一定量 ノ静脈内注射ハ外的ニハ影響 テ來

サザルモ、大量注射 二於テハ注射直後一過性 ノ

赤血球、 白血球拉 二血色素量ノ減少テ認メ、而

シテ2時 間或ハ24時 間後二至 リ注射前 ノ撒量

二恢復スルテ認 メ、適量注射 二於 テハ血球及 ビ

血色素量 トモ24時 間後一ハ反 ツテ輕度 ノ増加

テ來 シタル鮎 ヨリ考察 スルニ、 「チモ」ノ適量注

射 ハ造血器管 テ刺戟鼓舞 スルガ如 ク作用 シ、大

量注射二至 レバー過性 ノ血液濃度稀繹 テ招來ス

ル ト共 二、造血臓器 二輕度 ノ障碍 ラ與 ・＼ 一過

性 ノ血球減少 テ來 スモノナラン。赤血球沈降速

度二於テモ大量注射後輕度 ノ充進ラ認 メタルモ

之 ハ溶液 ノ大量ガー時 二注入サレタルタメ赤血

球数ニー時的動揺 テ來 シ、又血球 ノ陰性荷電歌

態 二輕度 ノ動揺 テ來 スニヨルー・過性 ノ現象 タル

ベ ク,殊 二適量注射 二於 テハ、連綾注射 スルモ

何等充進 テ來 サザル貼 ヨリ観 ルニ、 「チモ」注射

ハ艦組織破壌等 ノ作用 ヲ及ボサザルモノト認 メ

タリ。

白血球細胞 ノ攣化ハ=甚ダ著明ニシテ、 「チモ」注

射後一過性 二假性 「エオジン」嗜好細胞 ノ減少

ト、小淋 巴球 ノ増加 トテ認 メソノ程度ハ甚 シク

高度ニシテ、2時 間後 二次第二注射前 ノ値 二恢

復 シタリ。適量連績注射後 ニハ凡テ小淋巴球 ノ

増加 ト假 「エ」ノ減少 トラ示 シタリ。結核、或ハ

悪性腫瘍 二於 ケル淋巴球 ノ減少ハ著明ナルモ ノ

ニシテ、淋巴球 ノ増減ハ発疫學的 二重大ナル關

係 アリトシ、之二關 スル業績多数現 レ、又各種

藥物注射 ニヨリ、家兎血液像ハ興味アル攣化 テ

呈 スル ト謂 ハレ、片瀬(10)及ビ川村雨氏ハ襲 二「ヵ

ルシゥム」盤ガ家兎骨髄及 ビ淋巴組織 ノ機能 テ

充進 セシメ、赤血球、白血球 ノ檜加、殊 二淋巴

球 ノ著明ナル檜 多テ來 スコトテ謹明 シ、又同門

下 ノ鈴木氏⑳ハ「カリウム」盤注射 ニヨリ家兎血

液成分ハ減少 シ、特 二白血球 ノ減少著明 一シテ

該盤 ノ持績的注射 二依 リ牛撒以下二迄減少 シ、

之ハ淋巴球 ノ減少二員 フトコロ多 シト謂 ヒ、造

血臓器 ノ攣化 トシテハ、造赤血球現象 ノ低下 ト

脾臓及 ピ淋巴腺 二於 ケル濾胞 ノ縮小 トテ謹明 セ

リ.齋 藤 氏(12)二依 レバ 「マ グ ネ シ ウ ム」盤 ノ作 用

ハ 「カル シ ウム」縢 ノ作 用 二 反 封 的 デ アル ト謂

ヒ、 又 「ナ トリウ ム」盤 二就 テ黒 川 氏㈹ ハ 「カル

シ ウム」盤 二近似 ノ作 用 ア リ ト謂 ヘ リ。 最 近 栗

原 氏(14)ハ盤 化 「バ リ ウム」1%液 テ家 兎静 脈 内 一

注 射 シテ 白血 球 及 ビ淋 巴球 ノ著 明 ナ ル増 多 テ謹

明 セ リ。 余 ノ「チ モ」注射 ニ ヨル家 兎 白血 球 ノ動

揺 推 移 ハ 「カル シ ウ ム」盤 ニ ヨル影 ・響二 近 イ以セ

リ。抑 ≧、 淋 巴球 ハ生禮 内 二起 ル 凡 テ ノ現 象 二

多大 ノ關 係 テ有 シ、 殊 二人 類 最 大 ノ苦 拶 タル結

核 ノ分 野 二於 テ ハ、 売 疫 學 上 重 要 ナ ル意 義 テ有

シ、 結 核 解 決 ノ鍵 ハ實 二淋 巴 球i曾強 テ左 右 シ得

ル ヤ否 ヤ ニ存 在 スル トサ へ思 考 シ得 ル モ ノー シ

テ、 「チ モ」注 射 ニ ヨ リ淋 巴球 ノ増 加 テ招 來 スル

トイ フ事 實 ハ、 結 核 ヲ封 象 ト シテ考 フル時 一脈

ノ光 明 テ投 ズ ル モ ノ ニ シテ免 疫 學 上 多大 ノ興 味

テ喚 起 ス ル トコ ロナ リ。 此 ノ如 ク シテ血 行 中 二

注 入 セ ラ レ タル 「チ モ」ハ血球 、 殊 二淋 巴球 ノ檜

加 テ招來 シ、 然 モ生 禮 三封 シ障 碍 ト シテ認 ムベ

キ モ ノナ キ テ以 テ、 余 ハ 「チ モ」ガ造 血 臓 器 二封

シ刺 戟 増 強 作 用 テ有 スル モ ノ ト認 メ タ リ。

以 上 ノ如 ク家 兎 血 流 中 二注 入 セ ラ レ タル 「チモ」

ハ特 別 ノ障 碍 テ及 ボ サ ザ ル モ、 「チ モ」ガ鮎 川 氏

ノ實 験 ノ如 ク、 「フォス ファター ゼ」ニ ョ リ分解 サ

レ4-Chlorthymo1テ 遊 離 スノレ トス レバ コ ノ有

毒 ナ ル4・Chlorthymolハ 微 妙 ナ ル生 禮 機 轄 ニ

ヨ リ速 二膣 外 二排 泄 セ ラ レザ ルベ カ ラズ。

生膿 二受 理 セ ラ レタル 「フェノー ル」類 ハ抱 合 「グ

ル ク ロ ン」酸 及 ピ「エ ー テル」硫 酸 ト シテ合 成 排 出

セ ラル ル蓮 命 二在 リ、 恐 ラ クそ・肝 臓 ガ圭 要 ナル

形 成 母 地 ナ ラ ン トハ 既 二Baumann(lllガ 圭 唱 シs

Pelkanu.WhipPle(16)及 ピHaudel(1η 等 モ肝 臓

機 能 障碍 時 「エー テル」硫 酸 ノ排 出 ハ減 少 ス ト謂

ヒ、 中 谷 氏㈹ ハ、 「エー テ ル」硫 酸 ノ形 成 母 地 ハ

圭 ト シテ肝 臓 ナ レ ドモ腎 臓 、 筋 肉 、 膵 臓 等 モ之

二與 リ、 爾 ホ又 全 身 ノ組 織 球 細 胞 系 統 ノ作 用 ニ

ョ ッテ モ合 成 サ ル ・コ トテ實 駿 的 二謹 明 セ リ.

「エー テ ル」硫 酸 ノ檜 景 ハ叉 騰 蛋 白分 解 充 進 時 ニ

モ認 メラル ・コ ト言 テ倹 タ ズ、内 田 氏 ハ バ セ ドー
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氏病 患 者 二就 テ 「エー テ ル」硫 酸排 出 ノ檜 加 ラ謹

明 シAndryejewskyノ ・結 核 患者 二就 キ、 宮 崎

氏闘 ハ實 験 的 結核 家 兎 二於 テ疾 病 ノ進 行 二件 ヒ

尿 中 「エー テ ル」硫 酸 ノ排 出 ハ漸 次 檜 加 シ、 同 時

二総硫 酸 モ亦 壇 量 セル テ報 告 シ、而 シテ 「エ ー テ

ル」硫 酸量 ノ増 加 ハ 即 チ結核 菌 毒 ニ ヨル ト謂 ヘ

リ。 實験 的號 熱 時 二於 テ モ禮 蛋 白分解 充 進 アル

ハ諸 家 ノ認 ム ル トコ ロ ニ シテ、 吉 中氏(22)ハ實 験

的 登熱 家 兎 二於 テ尿 中 「エ ー テ ル」硫 酸 ノ増 量 テ

認 メタ リ。 即 チ生 膿 解 毒機 轄 ノ化 學 的 考 察 ニ ヨ

レバ、 酸 化、 還 元拉 二合 成 ノ三 作 用 テ考 へ得 ベ

ク就 中最 モ廣 範 園 二行 ハ ル ・ハ 「グ リコ ・ル」、

「グル クロ ン」酸 及 ピ「エ ー テル 」硫 酸 ニ ヨル合 成

作 用 ナ リ トセ ラ レ、 從 ツテ石 炭 酸 解 毒 剤 トシ テ

無機 有 機硫 黄 含 有物 テ要 シ、 就 中動 物 艦 内 二自

然 二存 在 スル有 機 性 硫 黄 合 有 物 質 、殊 二 「チ ス チ

ン」ハ 解 毒 機 韓 二關 與 スル トコ ロ大 ナ リ トスル

所 以 ナ リ。 如 斯 、生盟 解 毒 機構 ノ完 行 ト「エ ー テ

ル」硫 酸 排 出 トハ 密 接 ナル 關 係 ア リテ、嚢 二中谷

氏C18)ハ墨 汁 、 又 ハ 「カ ル ミン」ノ注射 ニ ヨ リ組 織

球 性 細胞 テ飽 和 二近 キ状 態 二置 キ ソ ノ機 能 ラ減

弱 セ シメ タル後 二於 テ、 家 兎尿 中 「エー テル」硫

酸 量 ハ常 二減 少 スル コ トテ認 メ、 更 二組欄 求性

細 胞 系統 ノ機 能 不 全 家 兎 二 「フェノー ル」ラ注 射

スル ニ、 尿 中 「フェノー ル」排 泄 ハ封 照 二等 シキ

増 量 テ認 ムル モ、 尿 中 「エ ー テル」硫 酸 ハ封 照 二

比 シテ増 量著 明 ナ ラズ、 即 チ 「エ ー テル」硫 酸 合

成 機 能 ハ 減弱 セ ラル ト云 ヒ、 長 谷 川 氏(23)モ 「チ

ス チ ン」投 與 ニ ヨル石 炭 酸 解 毒 機 轄 テ 精 査 セ ル

三、 「カル ミ ン」生 禮染 色施 行 サ レタ ル家 兎 二於

テハ 「チ ス チ ン」投與 二依 ツ テモ尿 中 「エ ー テル」

硫 酸 ノ排 出 著 明 ナ ラズ、 ソ ノ際 ノ解 毒 機 能 ハ減

弱 セル モ ノ ト認 ム ト云 ヒ、 生禮 各 組 織 機 能 旺 盛

時 ニハ 「エ ー テル」硫 酸 量 排 出増 加 シ、 反 之 、 網

状 織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 不 全 時 ニハ排 出減 少 ス

ル傾 向 バー 般 ノ認 ム ル トコ ロニ シ テ、 余 ノ實 験

二於 テ モ網 内系 機 能 不 全 テ惹 起 セ シメ タル家 兎

二於 テ 「エー テ ル」硫 酸 排 出 ハ減 少 シ、 之 二 「チ

モ」注射 テ行 フニ、肝 臓 、 脾 臓 及 ビ組 織 球 性細 胞

系 テ刺 戟 賦 活 セ シメ、 遊 離Chlorthymolテ シ

テ ヨ ク「エ ー テル」硫 酸 二合 成 シ排 出機 轄 テ途 行

セ シメ タ リ.網 内系 、 或 ハ脾 臓 ト結 核 感 染 トノ

關 係 二就 キSchr6der(24)ノ ・實 験 的 二、 結 核 海狽

二家 兎 又 ハ憤 ノ脾 臓 「エ キ ス」テ投 與 ス ル時 ハ結

核 ノ豫 後 甚 ダ良 好 トナ ル テ認 メ、Foot(25)ハ 脾 臓

別 出家 兎 ハ有 脾 家 兎 二比 シテ實 験 的結 核 感染 ノ

肺 二於 ケ ル病 攣 ハ 輕 度 ナ リシ テ報 告 シJaffe(26)

モ亦 之 テ肯 定 セ リ。 反 之 、]』ewis&Margot(2η

ハ別 脾 白鼠 ハ封 照有 脾 白鼠 ヨ リ結 核 菌 二封 シ抵

抗 強 キ テ實 験 シ、 辻 川 氏(28)ハ海狸 二就 キ別 脾 後

1ケ 月 ニ シテ人 型 結 核 菌 ラ接 種 シ別 脾 海狸 ハ有

脾 海 猿 二比 シ却 テ抵 抗 強 シ ト謂 ヒ、脾 臓 ハ結核

冤 疫 二封 シ重 要 ナ ル モ ノニ非 ズ シテ却 テ結 核 菌

二封 シ好 培 地 トナ ル ベ シ ト結 論 セ リ。 然 レ ドモ

渡 邊 氏働 ノ實 験 ニ ヨ レバ 、 網 内系統 テ廣範 園 二

封 鎖 スル時 ハ、 結 核 菌 二封 ス ル海 猿 ノ抵抗 力 ハ

著 シ ク減 少 セル テ認 メ、 戸 田氏岡 ハ墨 汁 注 射 家

兎 二於 テハ 「チ フ ス」菌 凝 集 素 産 生 ハ次 第 二障 碍

セ ラル ・二至 ル ト謂 ヒ、中村 氏(31)モ亦 「ト リパ フ

ラ ピ ン」液 注射 ス ル 時 ハ遂 二抗 禮 産 生 ノ障 碍 ラ

來 ス ニ至 ル ト謂 フハ、 敦 レモ網 内系 ガ免 疫 學 上

甚 グ重 大 ナ位 置 二在 ル コ トテ詮 明 スル モ ノニ シ

テ、 上 田、 原 田〔32)雨氏 ハAdleru.Reimann(33)

法 ニ ヨ リ各 種 患 者網 内系 機 能 ノー 端 テ窺 ヒ、 結

核 患 者 二於 テ ハ網 内系 機 能 低 下 ノ傾 向 ア ル テ認

メ、 現 今 一 般 二結 核 ト網 内系 機 能 トノ密 接 ナ ル

關係 ヨ リシ テ、 結 核 患 者 二於 テハ機 能 低 下 ス ル

論 二略 ㌃一 致 セ リ。 然 モ余 ノ實 験 二於 テ 「チモ」

注射 ガ網 内系 機 能 テ充 進 セ シ メ、 殊 二機 能 障 碍

時 二於 テ ス ラ之 テ刺 戟 鼓 舞 セ シメ ル ガ如 キ結 果

テ不 シタ ルハ、 結 核 治 療 二當 リ甚 グ意 義深 キ影

響 テ及 ボ ス モ ノ ト思 考 シ得 く・シ。

網 内系封 鎖 時 ハ 生膿 内 酸 化 機 能 著 シ ク 減 退 岡

シ、 尿 反 慮 ハ酸 性 トナ リ、 血 清 酸 中和 能 減 弱 ㈹

ス ル ハ既 ニー 般 二認 ム ル トコ ロナ レ ド
、 余 ノ網

内系 障碍 家 兎 ハ 封 鎮 高度 ナ ラズ未 ダ 「ア チ ドー

ジス」ノ状 態 二達 セヅ ル モ ノ ・如 久 尿 反 慮 ハ敦

レモ著 攣 テ示 サ ザ リキ
。
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「チ モ」注射 ニ ヨ リ各 家 兎 ノ尿 量 ハ著 明 二檜 加 セ

ル モ、 尿 量 増 加 ト共 二尿 中各 成 分 ノ排 出 モ壇 多

スル ハ 必然 ニ シ テ、利 尿 剤 ト シテ ノ「カ フェイ ン」

屡 ハ尿 量 ラ増 加 ス ル ト共 二尿 中諸 成 分 ノ檜 加 テ

來 シ、 尿 中 無 機 成 分 、 例 ヘ バ盤化 物 排泄 二就 テ

ハPototzky(36)Loewi(37)GrUnwald(s8)等 ガ翫 二

實 験 的 二謹 明 シ、 叉 「ヂ ウ レチ ン」二就 テ ハ尿 量

ノ増 加 ト共 二尿 中硫 酸 排 出 ノ檜 量著 明 ナ ル コ ト

ハ 内柑39)及 ビ大 城 雨 氏 ニ ヨ リ實 験 謹 明 セ ラ レ、

之 ノ硫酸排出檜加機轄 トシテ「ヂウ レチン」ガ直

接腎臓 二作用 スル ノミナラズ、副交感聯経系統

二属 スル硫酸代謝調節中櫃 テモ刺戟 スル結果ナ

ラン ト謂ヘ リ。余 ノ實験家兎二於 ケル尿量 ノ檜

加 ・ト、「エーテル」硫酸排出檜量 トガ相件 ヒ、然

モ網内系障碍時二於 テ爾ホ「エーテル」硫酸排出

ノ増量 スル現象 ハ、 「チモ」ガ網内系統 テ刺戟鼓

舞 スル ト共 へ 副交感紳経系統 二屡 スル硫酸代

謝調笛中福 テモ刺戟動員 セシムノヒ結果 ナラン。

第二編 實験的結核二及ボス作用二就テ

第一章 緒 論

Ehrlich.=ヨ リ初 メ テChemotherapie唱 導 セ

ラル ・ヤ、 結 核 化 學 的療 法 ヘ ノ關 心 ハ翁 然 トシ

テ興 リ、 各 種 有 機 、 無 機 化合 物 テ以 テ輿 ノ1ヒ學

的療 法 テ完 成 セ ン ト シ、 諸 家 ノ研 究 ハ全 ク此 ノ

方 向 二集 中 セ ラ レ、 殊 二金 化 合 物 トシテFeld

/Aurocanthan,Krysolgan,Triphal等 ノ提

唱 二次 デ、M611gaardハSanocrysinラ 以 テ最

モ理 想 的 結核 化學 的 治 療 剤 ナ リ トシテ世 ノ注 目

テ牽 キ タ ル モ、 多数 學 者 ノ追 試 ハ之 テ承認 ス ル

ニ至 ラズ、 近 時Solganalテ 以 テ遙 カ ニ無 毒 ナ

リ トテ賞 用 セ ラル ・モ、 然 モ要 スル ニ金 化合4勿

ノ結 核 治 数 作 用 ハ非 特 殊 性 刺 戟 療 法 ノ域 二列 セ

ラル ・二至 レル モ ノ ト見 ラル。 而 シテ各 種 殺 菌

消 毒剤 二封 シ結 核 菌 ガ甚 グ強 キ抵 抗 力 テ有 スル

所 以 ノモ ノハ、 結核 菌膿 成 分 トシ テ類 脂 肪 罷 テ

有 スル ト、 結 核 組 織 ハ血管 二乏 シク從 ツ テ殺 菌

剤 ノ組 織 内浸 透 不 充 分 ナ ル ガ 爲 メナ リ トセ ラ

ル。 故 二結 核 菌 繊 滅 ノ爲 メ ニ、 此 類 脂 肪 禮 ラ溶

解 スベ キ各 種 油 類 ノ研 究 二向 ツテ諸 家 研 鐵 ノ報

告 多撒 ア リテ、 何 レモ、 一 定 ノ油剤 ハ結 核 菌 ノ

抗 酸 陞 拉 二獲 育 防 止 上梢 ≧良 好 ナ ル作 用 テ及 ボ

ス事 テ實 験 的 二謹 明 シ タル モ未 ダ全 ク満 足 スベ

キ境 地 二達 セズ、 從 ツテ臓 器 結 核 ノ臨 躰 的 治 療

二關 シテ ハ 從 來 ノ溝 極 的 方 法 二稼 リ、 未 グ化 學

的 療 法 ト シテ充 分 ナ ル手 殺 テ見 出 シ得 ザ ル ハ寛

二遺 憾 ノ極 ミナ リ。

E.Hailer㈹ ガ1928年 、・各 種 殺 菌 剤 ノ結 核 菌 二

封 穴 ル作 用 ラ比 較 研 究 シ、Chlorthymo1ハ0,02

%或 ハ0.03%ニ テ張 烈 ナ ル殺 菌 力 テ現 ハ シ、他

ノ殺 菌 剤 二比 シ最 モ優 レ タル コ トテ實 験 的 二言登

明 シ タル ガ、,と ヨ リ襲 、 北 大 轡 化 學 教 室 鮎 川助

教 授 ハ殺 菌 力旺 盛 ナルChlorthymol二 著 目 シ、

之 テ燐 酸 「エ ステ ル」ノ形 二合 成 シ、 血 流 中 二於

テ分解L.ラ レズ、 各臓 器 二到 リ テOrganphos・

phataseノ 作 用 ニ ヨ リ分 解 セ ラ レ、4・Chlorthy-

molテ 遊離 ス ル事 實 テ實 瞼 的 二讃 明 シ、生罷 内

1殺菌剤 トシテ之 ガ 製剤Thymophogenテ 提示

シタ リ。余 ハ該 剤 ノ生 膿 二及 ボ ス影 響 ラ観察 シ、

第 一篇 二於 テ示 シ タル 如 キ成 績 チ得 、 之 一 ヨ リ

適 當:ilノ 連 績 注 射 ハ生膿 二無 害 ナル コ トテ確認

セル テ以 テ、 更 二 之 ガ實 験 的 家 兎結 核 二封 シ如

何 ナ ル作 用 ラ有 スル ヤ ニ就 キ研 究 テ進 メ、 些 力

見 ル可 キ結 果 テ得 タ ル テ以 テ弦 二報 告 シ、 酵 素

化 學 二立脚 セ ル結 核 化 學 的療 法 ノー 新 分 野 ノ展

開 二資 セ ン トス。

第二章 實験方法

實験動物ハ凡テ白色健康成熟家兎テ用 ヒ、常教 室二於 テ豫 メ1週 間以上一定 ノ雪花築食餌テ以
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テ飼 養 セル モ ノニ シテ、 實 験 二際 シテ ハ各4頭

テ以 テー群 トナ シ、 是 等 各群 ハ全 ク同様 ノ條 件

下 二於 テ實 験 テ行 ヘ リ。

使 用結 核 菌 ハ北 大 細 菌 學 教 室 保 存 ノ毒 力 張 キ人

型 結核 菌S株 ニ シテLoewenstein培 養 基 二4

週 日培 養 セ ルモ ノラ用 ピタ リ。

結核 菌 俘 游 液 調 製 ハ、 培 養 基 ヨ リ菌 膿 テ剥 離 シ

濾紙 テ以 テ水 分 ラ除 キ正確 二秤 量 セル後 滅 菌 珊

珊 孚L鉢内 一 テ充 分 細挫 シ、 菌 膿 ガー 檬i二分 離 セ

ル後 一定量 ノ滅 菌 生理 的 食 鞭 水 テ以 テ菌 俘 游 液

トナ シ、 ソ ノ0.5ccm中 二菌 量0.003mgヨ リ

1.Omgマ デ テ含 ム如 キ 各 種 ノ菌 俘游 液 テ調 製

セ リ。

家 兎接 種 虫ハ、 耳 静 脈 内及 ビ肺 臓 内 二直接 注 入

セ リ.即 チ家 兎 テ仰 向 二 固定 シ、 右 或 ハ左 前胸

部 ノ中肺 野 肋 間 テ選 ピ、 局 所 テ抜 毛 沃 度 丁 幾 塗

布酒 精 浦 毒 後 、 所 要 菌 俘 游 液0.5ccmラ 徐 々 二

注意 深 ク肺臓 内 二注 入 セ リ。

然 ル後 一群 ハ封 照群 トシテ操作 テ施 サ ズ、 他 ノ

ー 群 テ試 験 群 トシテ隔 日 二 「チモ フ
。・一一5:Sン」0.4

9ヲ 注射 シ實 験 二供 セ リ。 實 験 二先 チテ各 家 兎

ノ膿 重、膿 温蚊 ニ ー般 状態 等 テ記 載 シ、 實験 中

矧1同 檬 二観 察 記 載 シ置 キ タ リ。

観察 ノ期 間 ・・30日 間 トシ、30日 目 二試 験 拉 二

封 照 ノ雨 群 テ同 時 二撲 殺 、 直 チニ解 剖 シ、 肺 臓

ハ勿論 ,腹 部 諸臓 器 二於 ケ ル病 憂 ノ有 無 テ肉眼

的 二精 査 シ、省 ホ諸 臓 器 バ ー部 若 クノ・悉 ク テ10

%「 フォル マ リン」液 内 二貯 藏 シ、必 要 二鷹 ジ テ組

織 的検 査標 本 作 成 二便 ナ ラ シ メタ リ。

各臓 ・器二於 ケ ル罹 患 程 度 ノ記 載 制 断 ハ最 モ正 確

愼重 テ要 ス ル所 ニ シテ、 余 ハ観 察 主 眼 テ肺 臓 二

置 キ、佐 藤 働 教 授 ノ記載 方 法 テ勘 酌 シ、病 憂 ノ

有 無 ヲ肉 眼 的 二精 査 シ陰 性(一)及 ビ陽 性(+)ノ

記 號 テ以 テ表 ハ シ、(+)ノ 合 計 ラ以 テ封 照群 ト

比 較 セ リ。 即 チ肺 臓 二於 ケ ル結 核 病 攣 ノ全 ク獲

見 シ難 キ モ ノテ(一)ト シ、 結 核 結 節 少 数 二議 見

シ得 ル モ ノ テ(+)、 稽 ≧多撒 ナ ル モ ノ(十)、 多

撒 二存 在 スル モ ノ(柵)、 甚 ダ多 数或 ハ病攣 組 織

ノ高度 乾 酪 化 セ ル モ ノ存 在 スル トキハ(冊)テ 以

テ夫 々標 示 セ リ。

以 上 ノ標 示 法 二依 リ試 験 群 及 ビ封 照 群 ノ各 動 物

二就 キ肺 臓 ソ ノ他 諸 臓 器 二於 ケ ル病 憂 ノ(+)撒

テ合 計 シ、 方 眼 紙 上 ノ小1劃 テ以 テ(+)1個 一

相 當 セ シメ、 之 テ合 計 シテ大 ナ ル モ ノヨ リ順 次

積 重 ネ、 方 眼 紙 ノ左 側 ハ常 二試 験 群、 右 側 ハ封

照群 ノ攣 化 程 度 テ夫 々示 ス コ ト ・ナ シ、封 照 群

ノ罹 患 程 度 テ1ト ス ル時 、 之 二封 スル試 験 群 ノ

罹 患程 度 ガ1以 下 二圖 示 セ ラル ・時 、 ソ ノ罹 患

程 廣 ハ封 照群 ヨ リ僅 少 ナ リ ト推 定 セ リ。

如 斯 比 較 観 察 テ行 フ ト共 二、 各 家 兎 ノ罷 重 、 骸

温 及 ピー 般 状 態 テ モ監 覗 シ以 テ滲 考 トナ セ リ。

第三章 肺臓内接種試験成績

第 一節 喀疾 中 ノ結 核 菌接 種

有馬 内科入院中ノ肺結核患者喀疾少量テ滅菌試

験管ニ トリ、住吉氏結核菌分離培養法二於 ケル

ガ如久7%ノ 硫酸水 テ加へ強 ク振濫スル時ハ

少時ニシテZF等 ナル乳剤 トナル。溶 ケ難 キ時ハ

再三強 ク振醗 ス。之ラ30分 間静置 シタル後電氣

遠心器1分 間約3000廻 轄 ニテ20分 間遠心沈澱

ス。然ル後上清液 テ棄 テ之二滅菌生理的食盤水

テ加へ振盤後遠心沈澱 ス。同様 ノ操作ラ更二1

同繰返 ・・。帥チ3同 遠心沈澱 スn斯 クシテ得 タ

ル沈渣テ滅菌生理的食鞭水テ以テ稀稗 シ、1白

金 耳約100菌 膿 テ数 へ得 ル 如 キ菌 浮 游 液 テ調 製

シ、 此 ノ菌 俘 游 液0.5ccmテ 家 兎8頭 ノ右 肺 中

野 二注 入 シ、之 テ試 験 拉 二封 照 ノ2群 二分 カ チ、

試 験 群 ニ ハ 菌 接 種 直後 ヨ リ1ケ 月 間 二亙 リ「チ

モ フi・'一グ ン」0.49テ 滅 菌 灘 留水 二溶 解 シ
、 隔

目静 脈 内 二注 射 シ、封 照 群 ニハ 「チ モ フ・一 ゲ ン」

注 射 テ施 行 セズ、 此 ノ雨群 二就 キ毎 日膿 重 、 艦

温 、 食 慾 、 蓮 動 等 ノー 般 状 態 テ観 察 記 載 シ置 キ

タ リ.此 記 載 テ略 記 ス レバ 第13表 二示 ス如 ク、

試 験 群 二於 テ ハ 何 レ モ 艦 重 ノ増 加 テ來 シ タル

モ、 封 照 群=於 テ ハ 第44、45號 ノ2例 二於 テ食
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慾、蓮動梢 凝衰へ、膿重 ハ著明二減少 セリ。雨

群各例 ノ艦温二就テハ著憂 テ認 メズ。1ケ 月後

是等 テ撲殺解剖 シ諸臓器 二於 ケル結核病憂形成

度 ラ精査 シ、前述 ノ記號式二依 リ第13表 ノ如

ク表示 セリ。雨群各例共左右雨肺野二結核病攣

テ明二認 メ得 タルモ、之 ラ封比 スルニ試験群ハ

明 二封照群 二比 シ病攣形成 ノ輕度ナリシテ認

第13表

メ、殊 二封 照 家 兎 第45號 ハ盟 重 ノ[減少 甚 シカ

リ シ ト共 二脾 臓 二轄 移 セ ル テ認 メ タ リ。 此 表 ラ

明 瞭 ナ ラ シム ル爲 メ圖型 テ 以 テ示 セバ 第13表

附 圖 型 ノ如 ク、 試 瞼 群 ハ封 照群 二比 シテ結 核病

攣 遙 カニ僅 少 ニ シテ 「チ モ フォー ゲ ン」注 射 ニ ョ

リ結 核 形 成 ハ明 二阻 止 セ ラ レタ ル モ ノ ・如 ク恩

'1症セ ラル
。

喀 疾 ヨ リ分 離 セル結核菌右肺接種

家 兎
ぢ

1第40號

試

病核結

葉肺右
下-中上

..
動蠣

良

・

食

騨翠
種接槻

＼
攣 度

左 肺 葉
上 下

接種 前 .即 す138・5
1月 後!277038・7

1_一 一_一一

墳 減+280

・冊 十

旦

。
8
一

逃

認

前

後月1
號41

♀
第

90刊減

9
{

'
0

38

38

50

00

50

22

24

刊

後

減

前

刀1

増

號42
♀

第

　
汕

験

群

2430良

2920,,

+-1一

一 柵

良
一 +

[

十
一

一

十十

第43號
♀

eq・Jl2680i39・23良
　　 　 　1刀後12810

,38.81" 柵 十

一.」

十

　
～}

1

塘 減 十130

十 十

一 一'1-『 一一

第44號 一
♀

前 278039,1

1Jl後i20CO

増 減1-780

良
レ

38.1鞘:不 良

剴.

冊 十

1癖1警 後}劃 課 租翻 マ

+;+

-i
+H

照1
減F650

2620前

饗 號 ・Jl後289・

壇 減 十270

け 一

39.2良

38.Ol,,

十十 十十 十十 十十

號47
♀

第

ー群

1一州

前2420

1月 そ麦2700

十 十 十

塘 減1+280

38.31良

38.7 冊 十十 十

十

十

十

十

脾

十

第13表 圖 型 示
試 験 封 照

第二 節 右肺0.3mg菌 接 種

前節豫備試験 二於 テ梢 亙興味 アル結果 ラ得 タル

ラ以テ、更 二接種菌量テ正確ナラシメンカ爲 ノ、

純培養 ノ結核生菌 テ以テ家兎二肺結核 テ罹患セ

シメ實験 ラ行 ヘリ。

試験群4頭 、封照群4頭 トシ各例 ノ右肺中野二

結核菌0.3mgテ 注入セリ。試験群ハ菌注入 ト

同時二「チモ」注射 テ1ケ 月間二亙 リ隔 日二注射

シ、雨群 ノー般状態 テ記載 シ置キタリ。此記載

テ1週 間毎二略記 スレバ第14表 ノ如 シ。即チ

試験群 二於 テハ1例 テ除 ク他 凡テ輕度 ノ膿重檜
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第14表0.3mg右 肺 接 種

所

見

＼

＼

兎

＼＼

家

＼

試

験

群

封

照

群

第48號

♂

第49號

♂

第50號

♂

第51號

♂

第52號

♂

第53號

♂

第54號

♀

第55號

♀

i接 種 髄 重

9

i接種 前:2800

1週 後2880

25墨 そ麦2910

1月 後

塘 減

前

1週 後

2週 後

1刀 後

増 減

前

1週 後

2週 後

1月 後

培 減

前

1週 後

2週 後

1月 後

塘 減

前

1週 後

2週 後

1月 後

増 減

前
1週 後

2週 後

1月 後

増 減

前

1週 後

2週 後

1月 後

増 減

前

1週 後

2週 後

1月 後

減

_2990

.十190

ン840

2850

3040

2900

十60

2680

2720

2710

2880

十200

2950

2890

2920

2930

一20

3360

3260

3240

3020

一340

2950

2960

2980

2920

一30

3180

3100

3080

3020

一160

2320

2280

2380

2220

一100

髄 恕 食慾翻
σ}

_._[

結 核 病 墾 度

右 肺 葉

上1中 下

3S.21良

38.41み 一

38.2.,

左 肺 葉

上1下

38・?
一 …"-1柵

_1

38.3 良

38.5

38.5

38.5

38.9

38.9

38.3

38.7

38.5

38.5

38,6

38.5

38.4

38.4

38.4

38.3

38.3

38,3

38.4

38.2

38.6

38.7

38.5

38.7

38.2

38.2

38.6

38.3

,,

良

良

良

稽 く不良

良

良

良

十

冊

十

柵

冊

十

十

十

十

十

柵

十十 十

十

十 十

十

十

十

十十

帯

十

十

十

十

十

十

十

十

脾

197
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第14表 圖 型 示

試 験i封 照

一
加 テ示 シ、 一般 状 態 亦 良 好 二経 過 シタル モ、 封

照 群 ハ 凡 テ艦 重 ノ減 少 テ 來 シ第52號 バ ー般 状

態 梢 ヒ不 良 トナ リ膿 重 ノ減 少 亦 著 明 ナ リ。 雨 群

罷}温 ハ著 攣 ヲ認 ノズ。1ケ 月 後 是 等 ヲ撲 殺 解 剖

人ル ニ各 例 二於 テ左 右 雨 肺 野 二結 核 病 攣 ラ認 メ

タル モ脾 臓 、肝 臓 二轄 移 セル モ ノ ナ シ。第50號

二於 テハ左 肺 二病 攣 形 成 テ認 メズ
。 此 成 績 ヲ圖

示 ス レバ 第14表 附 囲 ノ 如 久 試 験 群 ノ結 核 病

攣 甚 ダ僅 少 ナ リ。本 例 二於 ケ ル8例 中 ヨ リ第49

號 試 験 家 兎 及 ビ第52號 封 照家 兎 ノ肺 臓 病 慶 部

;・'於テ可 及 的憂 化 ノ張 度 ナ ル数 ケ所 二就 キ、1又

其 他 ノ主 要臓 器 二就 キ、 各 小 切 片 ヲ作 リ、24時

間 水 洗 、 「アル コー ル」脱 水 後 「パ ラ フィン」包 埋

法 ニ ヨ リテ5μ ノ切 片 標 本 トナ シ、「ヘ マ トキ シ

リ ン・エ オ ジ ン」重 複 染 色法 テ施 シ鏡 検 セ リ。 即

チ所 見次 ノ如 シ。

第49號 試 験 家 兎:

肺 臓:肺 胞 隔 壁 ハ 至 ル 所 … 様 二 肥 厚 シ、 大

部 分 ノ肺 胞 ハ 原 形 質 ノ 「エ オ ジ ン」二濃 染 セル

GrosseExsudatzellenノ 浸 潤 著 明 ニ シテ殆 ン

ド室 氣 テ 含 有 セズ、 …部 ニハ 上 記GrosseEx-

sudatzellenノ 他 少 許 ノ 小 圓 形 細 胞 ノ混 在 テ認

ム。 ソ ノ周 園 ニ ハ上 皮 様 細 胞 、 拉 二多撒 ノ淋 巴

球 性 細胞 ノ浸 潤 ア リ。 然 レ ドモ、 本結 核 結 節 附

近 二於 テ亘 態 細 胞 ノ出現 テ訣 ケ リ。

結 節 二近 接 セ ル部 位 ノ血管 ニハ充 血 ノ他 著 攣 テ

認 メズ。 氣 管 枝 粘 膜 ニ ハ核 染 色不 良 、或 ハ粘 膜

細 胞 ノ脱 落 等 ア リテ輕 度 ノ退行 性病 攣 ラ認 ム ル

他 特 記 スベ キ攣 化 像 テ認 メ ズ。

心癒:肉 眼 的 二心 臓 ノ大 イサ、 形 状 尋 常 、 心 房

室 内 二暗 赤 色 ノ流 動 性 血液 テ容 ル。

心 筋 バ ー一般 二染 色可 良 、 筋 繊 維 間 ノ毛 細 管 二時

時輕 度 ノ鰐 血 テ認 ム ル他、 細胞 浸 潤 、 又 ハ退 行

攣 性 像 ナ シ。

肝臓:中 心静脈拉 二肝細胞索間毛細管腔ハ幾分

振張 シ赤血球 テ充 タス。肝細胞索 ノ配列稽 ミ胤

レ肝小葉ハ中心帯、周邊部 ノ別 ナク細胞 ノ境界

不定 且ツ不明瞭 トナ レルモ ノアリ、核 ノ濃縮、

大小不同、染色度低下 セルモノ多数混ズ。之 ・,

ペル氏星芒細胞中ニハ褐色色素テ囁取 セルモ ノ

チr,.又 グリソン氏鞘 二 ・・細胞浸潤又ハ結締

織、膿管上皮 ノ檜殖等 テ認 メズ。

脾臓:淋 巴濾胞ハ概 ネ明確 ニシテ號育良好、脾

賓 ハ輕度二籏張 シ赤血球 テ充 タス。脾髄細胞二

緑褐色 ノ色素沈著 アリ。

腎臓:著 頻きナ シ。

副腎:著 攣ナシ。

第52號 封照家兎:

肺臓:病 攣部 ノ肺胞 ハ互 二融合 シテ構造不明 ト

ナル。健常部二近接 スル所 ニノミ肺胞中二脱落

上皮細胞、浸潤細胞 テ含有 スル肺炎初期 ノ像テ

呈 スル所 テ認ム。病攣 ノ大部分ハ上記脱落細胞、

繊維性細胞、白血球、淋巴球等i雑然 ト混在セル

病竈 テ形成ス.所 々二於 テ上記諸細胞 ノ崩壌二

依 ル壌死及 ビ更 二高度 ナル乾酪化 テ示 ス部位ガ

局部的或 ハ廣汎 二散在ス。上記 ノ諸攣化ハ所謂

乾酪性肺炎 ノ定型的所見ナリ.又 諸所 二見ラレ

ル肺動脈枝 ノ内膜著 シク肥厚 シ動脈内膜炎ノ像

テ示 スモ ノアリ。氣管枝腔内一ハ多数 ノ脱落上

皮細胞 テ容ル。而 シテ粘膜上皮ニハ輕度 ノ退行

'1生攣化テ認 ム。

心臓:特 記 スベキ攣化ナシ。

肝臓:中 心静脈及 ビ肝細胞索問毛細管ニハ可ナ

リ高度 ノ鯵血アリ、肝細胞索 ノ配列 一ハ異常ナ

久 クッペル氏星芒細胞 ノ肥大 セルモノアリ、

肝細胞中一ハ核 ノ染色不良 トナレルモノ、細胞

濃縮 セルモノ、代償性 二著 シク大 トナレルモノ

等至ル所 二散在 シ、該攣化ハ肝小葉 ノ中心部二

於 テ強度 ナリ。 グリソン氏鞘 二著攣 ナシ。

脾臓:淋 巴濾胞 ニハ著愛ナ久 脾髄 ハ梢 ミ萎縮

ス。間質 ノ・i,Eil'加、色素 ノ沈著等 テ認 メ難 シ。

腎臓:統 毬膿 二鰐血テ來 セルモノニ、三 アリタ

ル他著攣 テ認 メズ。
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副腎:著 攣ナ シ。

而 シテ本節實験家兎肺臓標本ハ巻末別掲 ノ爲眞

ヱ見ル如 ク、試験例 二於 ケル結核病攣ハ封照例

二比 シテ明二僅少ナルテ認 メ得 タリ。

第三 節 右 肺0.1mg菌 接種

試 験 家 兎8頭 、 封 照家 兎4頭 トシ、 各 例 右 肺 中

野 二結 核 菌0.1mgノ 微 量 テ注 入 セ リ。 試 験 群

8頭 テA.B2群 二分 カ チ、A群 ニ ハ菌 接 種 ト

同 時 二 「チ モ」注 射 テ前 笛 ノ如 ク施 行 シ、B群 ハ

菌 接 種 後1i週 日 テ経 過 シ タル後 ヨ リ「チ モ」注 射

第15表0.1mg右 肺 接 種

＼累

接種

試

験

A

群

試

験

B

群

封

照

群

第56號
♂

第57號
♀

第58號
♂

第59號
♂

第60號
舎

第61號
♂

第62號
♀

第63號

♂

第64號
舎

第65號
♂

第66號
♂

第67號

舎

1接 種前

1月 後

塘 減

前

1刀 後

増 減
4jり団

1∫1後

増 減

前

1刀 後

塘 減

前

1月 後

堆 減

前
1月 後

増 減

前一i

刀後

堆 減

前

1月 後

壇 減

前

1月 後

堆 減

前
1月 後

墳 減

前

1月 後

培 減

前
1月 後

増 減

髄 重
9

骨豊 温
C。

230038.3

2340i38.3

+401
1--2930138 ,4

273038.6

-2001『

284038.2

267038.5

一1701

273038.1

2860

一130

38.5_

2440}38.5

280038.7

+360i
「328038

.5
「

3320L旦8・6

十401

2510i37.8

266038.7

十1501

2490138.2

248038.4

一10

2830・38.6

2650;38.55

一180}

　

2880138.4

2690

一190
_38.4

食慾運動

良

良

良

,,

良

良

良

良

良

良

良

2490138.3良

234038・3i"

-1501

2850L38・8

284038.3

良

一101
卜__↓"

結 核 病 攣 度

右 肺 葉

上1中1下

十

十

十

十

十

}一 一{

十

十 十

十

十

左 肺 葉

上1下

ー

副

ー

__1

十,

脾
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第15表 圖 型 示

試験A封 照 試験B樹 照

テ行 ピタリ.試 験及ビ封照雨群 トモー般状態何

レモ良好 ニシテ、試験群中3例 ハ膿重 ノ減少ラ

認 メ、封照群 ハ凡テ輕度 ノ膿重減少テ來 セリ。

盟温 二於 テハ各例共著髪 テ認 メズ。即 チ第15表

二示 ス如 シ。解剖 ニヨル肺結核形成度 ハ表 ノ如

ク、各例 トモ結核病攣僅少ニシテ他臓器 二轄移

セルテ認 メズ。試験群8頭 ハ凡テ左肺 二轄移セ

ルモ ノナ シ。之 ノ結果 テ圖型示ス レバ第15表

附圖 ノ如 久 「チモ」注射ガ1週 日遅 レタルB群

二於テモ結核登生度ハ、「チモ」注射回撒多キA

群二略 ≧同様 ナル成績 テ示 シタルモ、封照群 二

比較 スレバ試験群 二於 ケル結核罹患度ハ明二僅

少ナリト謂 フベ 久 結核形成ハ著明二阻止セラ

レタルモ1ト 認 ム。組織學的所見 ハ略 ≧前節 ノ

像 ト同檬 ニシテ、以下之 テ省略 シ、專 ラ肉眼的

検査所見 ノ走テ記述 スベ シ。

第 四 節 右 肺0.8mg菌 接種

家兎12頭 ラ選 ビ各例右肺中野二大量菌接種 テ

行 ヒ、4頭 ラ封照群 トシ、8頭 テ試験群A.B

二分ケタリ。試験A群 ハ菌接種 ト同時 二、又B

群 ハ之 ヨリ1週 日遅 レテ夫々「チモ」注射 テ績行

シ封照群 ト比較 セリ。封照79號 ハ4週 後艶死

セルモ其 ノ他各例ハ食慾、蓮動共二良好 ニシテ

禮温 二著攣 テ示サザ リシモ、封照群ハ凡テ膿重

ノ減少テ來 シ、試験群 二於 テハ8頭 中2頭 ノミ

ニ輕度 ノ膿重減少 テ認 メ、他 ハ凡テ罷重ハ輕度

ノ増加 ヲ來 セリ。即 チ第16表 ノ如 クー般歌態

ハ試験群二於テ梢 く良好 ナリ。1ケ 月後撲殺剖

検 スルニ雨群 トモニ雨肺二於ケル結核病攣甚グ

著明多撒 ニ シテ、第71、72、73、76、77、78號ノ6

例 二於 テハ脾臓 二結節 テ認 メ、各肺葉 二於 ケル

病攣度 ハ第16表 二示 ス如 久 之 テ圖示ニヨツテ

明瞭 ナラシム レバ第16表 附圖 ノ如 シ。帥 チA

群ハ封照二比 シテ結核嚢生傘低 ク、B群 ハA群

二比 スレバ結核形成度梢 ≧大 ナル傾向アルモ、

然 モ封照二比 ス レバ梢 ≧良好ナル結果 テ示セ

リ。

第16表0.8mg右 肺 接 種

所 見

家 兎

接 種 髄 重
9

盤 温C。食慾蓮動
結 核 病 攣i度

右 肺 葉 左 肺 葉 脾
上1中1下 上1下

試

験

A

群

}一

第69號

♀

接種前 2900 38.4 良

十 十 十 十 十 一1月 後 2830 38.7 ,,

塘 減 一70

第70號
♂

前 2730 38.5 良

十 什 十 十 十 一1月 後 2820 38.4 ,,

培 減 十90

第71號
♀

前 2680 38.0 良

十 柵
}州
+ 十 十1月 後 2700 37.8' ,,

増 減 十20

第72號
♀

前 3150 38.5 良

甘 什 什 十十 督 十1刀 後 3300 38.4 ,,

培 減 十150

第73號
♀

前 2380 38.5 良

什 什 十1刀 後 2500139.0 押

1
++1++1什

}塘 減 +1201
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試

験

B

群

封

照

群

第74號
♀

第75號

♀

第76號
♂

第77號
♀

第78號
♀

第79號
舎

第80號
♀

前13510

1月 後3550

堀r減

前
1月 後

十40

2600

2560

ig減1=40 -一

前2820

1月 後

培 減

前

1月 後

壇 減

前

1月 後

墳 減

前
4週 後

培 減

前
1月 後

減

2850

十30

2750

2600

一150

2580

2550

一30

2020

2000

一20

2720

2400

一320

38.4

38.4

38.6

38.5

38.0

38.2

38.6

39.5

38.3

38.0

37.8

37.5

38.6

37.9

良

良

良

良

良

,,

良

不 良

弊 死

良

十

柵

ll

冊+冊1什

1!

柵

柵 柵

十十

柵

柵

柵

1-1+i

:
1-一 一 一1--

1柵 】 柵
1・

十

柵

冊 柵

什

柵

十

柵

柵

十

十

柵 十

十十i十

1

十11

十十 一

第16表 圖 型 示

試 験A封 照

試 験B 署 照

第 五節 右 肺0.5mg菌 接 種

試験拉 一封照家兎 テ各4頭 トナ シ、菌量0.5

mgラ 左肺中野 テ選 ビテ接種 セリ。試験群ハ菌

注射 ト同時二「チモ」注射 テ施行 シ封照群 ト比較

第17表

セルニ、一般歌態 ハ第17表 二示 ス如

ク、雨群各例 トモ良好ニシテ膿温亦動

揺テ示 サズ、艦重 ハ凡テニ於 テ著明 一

檜加 ラ來 シ外見上全 ク健康状態 テ以テ

経過 セリ。而 シテ是等雨群家兎テ1ケ

月後剖検 スルニ表 二示 ス如 ク、雨肺二

於ケル何 レモ梢 ≧高度 ノ結核形成テ認

メ、殊 二脾臓 二結節 テ認 メタルモノ試

験群二1例 、封照群二2例 テ基ゲタリ。

雨群 二於 ケル成績 テ圖示 スレバ第17表 附圖 ノ

如 ク、試験群ハ封照群二比 シテ病攣梢 ≧輕度ニ

シテ、結核病愛形成ハ梢 ≧阻止セラレタリ.

0.5mg左 肺 接 種

＼ 所1!1

見 接 種 留 重 燈 温
家91e

兎 ＼1

食慾運動

結 核 病 墾 度
ゆ

右 肺 葉 左 肺 葉
脾

上1中1下 上1下

解 讐覆器
i増 減+450

38.2 良
38.2 十 十 十 柵 柵
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・HH・1一

 

十十十十

良38.1

38.1

柵i一

 

柵十十

良38.2

38.2

十骨十十

 

督

良

,,

38.0

38.1

十柵帯柵柵帯

良

,,

39.0

38.7

冊柵十十十

良38.2

38.3

一十十

柵1冊i十

 

十十十

良37.8

38.3

甘十

良38.0

38.0

2150

2380

十230

2080

2250

十170

1880

2070

十190

1680

1720

十40

1900

2050

十150

1690

1910

十220

1610

2000

十380

 

前

1月 後

減

第83號

♀

前

1月 後

減

第84號
♂

前

1月 後

減

第85號
舎

 

試

験

群

前

1月 後

増 減

第86號
♂

前

1月 後

減

第87號
♂

前

1月 後

減

第88號
舎

前

1月 後

減

第90號
舎

 

封

群

照

第17表 圖 型 示

試 験 封 照

第 六 節 左 肺0.3mg菌 接種

家兎4頭 宛 テ試験及 ビ封照 ノ雨群 トシ、左肺中

第18表

野 二菌量0.3mgヲ 夫々接種 セリ。雨群一般状

態ハ何 レモ良好 一 シテ禮温 二著攣 テ認 メズ。

「チモ」注射試験群 中1例 ノミ禮重輕度二減少 シ

他ハ凡テ著明二檜加テ示 シ、封照群中2例 ハ膣

重減少 シ、他 ノ2例 ハ増加 セリn解 剖 シ肺臓病

攣 テ検 るルニ第18表 二示 ス如 シ。即チ試験家

兎2例 二於 テハ右肺二結核病墜 テ認 メズ、封照

0.3mg左 肺 接 種

結 核 病 攣 度

ヂ課1…馴 響 聖 脾
食慾運動

一一

5「

十

良

塁 温C。

38.2

38.1

 

重

9
接 種

 

累

一柵柵一柵

十柵

良38.5

38.4

良

,,

38.8

38.3

一冊十什

良38.5

38.5

2170

2300

十130

1920

1890

一30

1990

2070

十80

2250

2710

接種前
1月 後

減

第91號
舎

前

1月 後

堆 減

第92號
舎

前

1月 後

減

第93號
♂

前

1月 後

十4601

 

減

第94號
♂

 

試

験

群
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照

群

第95號
舎

第96號
♂

第97號

第99號
♀

前
1月 後

増 減

前

1月 後

塘 減

前

1月 後

塘 減

前

2060

2400

十340

2020

2150

十130

2180

2140

一40

2010

1月 後2000

堆 減1-10

38.1

38.5

38.4

38.5

良

,,

良

38.9 良

38.0

38τ 一

38.4

良

,,

十

十

十

十

一1

十 十 冊

一 冊

+け

十 柵

柵

十十 一

冊

十

第18表 岡 型 示

試 験 封 照

二於 テ ハ輕 度 ナ レ ド凡 テ右 肺 轄 移 テ褒 見 シ得 タ

り。 脾臓 ニ ハ雨 群 各例 トモ結 節 テ認 メ ズ。 之 テ

圖示 スレバ第18表 附圖 ノ如 シ。即チ封照群 二

比 シテ試験群1結 核罹患程度 ハ稻 ≧輕度ナレ

ド、一般 二左肺菌接種試験例 二於 テハ右肺菌接

種試験例 ヨリモ結核獲生著明ニシテ、「チモ」注

射二依ル結核形成阻止作用 ハ比較的著明ナラザ

ルモノ・如 シ。

第四章 静脈内接種試験成績

第 一一節1.Omg菌 接種

前章二於テハ家兎胸廓外 ヨリ直接肺臓内二注射

針 テ突入シ、梢 ≧衝撃的二生菌 テ接種セシメタ

ル實験的家兎肺結核 二及ボス「チモ」注射 ノ影響

ラ追究 シ、「チモ」注射試験家兎二於テハ封照二

比 シテ肺臓内結核形成度僅少ニシテ病攣進行ハ

明二阻止セラレタルモ ノト認 メタルテ以テ、更

二余ハ家兎耳静脈内ヨリ血流中二菌俘游液テ接

種 シタル實験的結核家兎二就 キ、「チモ」注射 ノ

及ボス影響 テ追究 セリ。

即チ試験蚊 二封照家兎ラ夫々4頭 トナ シ、菌量

1.Omg静 脈内接種後 ハ前=章ト同様 ノ観察拉二

「チモ」注射 テ行 ヒタルニ第19表 二示 ス如 ク、

第104號1例 テ除 ク他凡テニ於 テ艦重漸減 シ、

食慾及 ピ蓮動衰へ、封照群中2例 ハ逡 二発死 シ、

一般状態甚ダ不良 トナルニ從 ヒ盟温 ハ次第二梢

㌃下降 スル傾向ラ認 ム。艶死拉 二撲殺家兎解剖

所見ハ第19表 ノ如 ク、雨群 二於 テ肺結核病攣程

度全 クー一致 シ、粟粒大結節甚グ多数二散在 シ、

脾臓 内二明瞭 二轄移結節 テ認 メ、各例二於ケル

罹患程度ハ優劣多寡 ノ差 テ認 メ得ザ リキ。即チ

圖示テ省略セリ。

第19表1.Omg静 脈 内 接種

所 見i

・、1接 種

家 兎i

接種前

試

験

群

第101號
♀

第102號
♀

第103號
♂

第104號
♀

1月 後

培 減

前

1月 後

壇 減

前

1月 後

禰
前

蔽
縣

麗1髄 温1食慾
9び1翻

2500β8.3 ,良

219038.0,,

一31011
　
ト　 　　

2600,38.51良
　 　　

2200β7.7,,,

-400
i1

一1--1

228・37・7犠

一如・二=

236038.4良
　 　　

239037.9,,

肺
、臓1脾

2680}i蕊 冨1-・

十30
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封

第105號

♀

1第攣號
照

群 馳

第107號
♀

第108號
♂

前

週撒
墾
前
轟
前

後

減

月1

曾

前
蔽

2870

2350

-520

3200

2750

-450

2510

2470

-40

2910

2770

-140減

良
顧

亙

携

厩
璽
37.8

弊 死

38.7

37.8

38.2

37.6

墾

皇

良
丁

冊 柵

1帯

柵

柵

柵
　

_L

柵 十H・

十

十

十

十

第 二 節0.8mg菌 接 種

静 脈 内接 種 菌量 テ前 節 ヨ リ梢 ≧減 ジ【0.8mgト

ナ シ、 試 験 封 照 雨 群 各3頭 ノ家 兎 二接 種 シ、 試

験 成 績 テ観 察 ス ル ニ膿 重 ハ各 例 トモ著 明 二減 少

シー一般 状 態 不 良 ト ナ リ 封 照 群 中1例 ハ艶 死 セ

リ。 解 剖 所 見 ハ第20表 ノ如 ク前 節1.Omg菌 接

種 ノ場 合 二全 クー一致 シ、 「チ モ」注 射 ノ影 響 ハ全

ク認 メ得 ザ リキ。 依 ツ テ附 囲 テ省 略 セ リ。

第 三 節0.5mg菌 接 種

静 脈 内接 種 菌 量 テ更 二減 ジ、O.5mgテ 以 テ6頭

ノ家 兎 二接 種 シ、3頭 テ試 験 群 トシ「チ モ」注 射

テ行 ヒ、 他 ノ3頭 ハ封 照群 ト シ テ 虎 置 テ行 ハ

ズ 、 ソ ノー・般 状 態 テ観 ル ニ試 験 群3頭 ハ凡 テ膿

重 ノ檜 加 テ來 シ、食 慾 元 氣良 好 ナ リ シモ、 封 照

群 中2例 ハ艦 重 ノ減 少 テ來 シ、 食慾 及 ピ蓮 動 梢

iftヘ タ リ。1ケ 月後 撲 殺 解 剖 ス ル ニ第21表

第20表0.8mg静 脈 内接種

＼ 所見

家兎 ＼ ＼

食慾接種 燈 重 饅温

gC。

結核病攣度

運動 架
1曙1

試

験

接 種 前276038.8良

第1番1號・月後253・ 麺 工 柵

培 減 一230

第112號
前264038.3良

右響lll38'0"
前

饗 號 ・月後
増 減

前
第114號4週 後

増 減

前
第115號1月 後

曙 減

295038.6良

267038.1,,

一280

2760 38.7良

215037.7不 良

一610弊 死

215038.7良

198037.9不 良

良

柵

柵

柵

柵
一430

第116號
♂

238038.3前

1月 後1205038・4

増 減1-330

柵

柵

柵

惜

柵

柵

柵

十

十

十

十

十

十

二示 ス如 久 試 験 群 中2例 二於 テ結 核 形 成 甚 グ

僅 少 ニ シテ、 他 臓 器 二縛 移 ラ認 メズ、 反 之 、封

照 群 ハ凡 テ脾 臓 轄 移 テ認 メ、 肺 臓 結 核病 攣 モ甚

ダ著 明 ニ シテ之 テ圖 示 ス レバ附 圖 ノ如 クー 目瞭

然 タ ル差 異 テ認 ムベ シ。 自Pチ0.5mg菌 接 種家

兎 結 核 二於 テハ、 「チ モ」注 射 ニ ヨ リ結 核 形 成 ハ

明 二阻 止 セ ラル ・モ ノ ト認 ム。

第21表0.5mg静 脈 内 接 種

家 兎

所刷
接 種 膣 重

9
盤 温

C。
食慾運動

結 核 病 攣 度

右 肺 葉 左 肺 葉 脾
上1中1下

一
上1下

試

験

群

第121號
♂

接種前 2290 38.4 良

柵 柵 帯 柵 柵 十1月 後
暫

2340 38.7 ,,

塘 減 十50

第122號

♂

前 2200 38.7 良 1

十

十

十 十 十 十 一1月 後 2670 38.5 ,,

墳 減 十470

第123號
♀

前 2870 38.3 良

十 十 十 十 一

1

1月 後 2990 38.3 ,,

増 減 十120
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前1223・!38.6
第1碁蝋 ・服 レ

1培 減

,前

216038.71,,

1-m-　 皿 一 一一
一701

2400i38.4:良

良]

第125號1・ 服1228・f'

増 減 一120

柵

11,

lI;

柵1柵1柵!柵

1il

前

384趣 根
,州 酬 州 柵 轡

第ぞ號1轟 睾211138τ … "

38・5L皇2180

判 柵 ド什 柵
柵

十

十 レ

十

第21表 岡 示 型

試 験 封 照

三
績行 ニヨル結核病攣形成度テ観察 スレ

バ第22表 二見ル如 久 一般歌態二於

・一 テハ第128號 ノミ膿重檜加 ヲ示 シタル

他ハ凡テ減少 テ來 シ、殊 二封照群二於
t

テ著明ニシテ食慾及 ビ蓮動 モ梢 ≧不良

第 四 節0.03mg菌 接 種 トナ レ リ。 一 般 状 態 不 良 家 兎 二於 ケ ル膿 温 ハ梢

結核 菌 量 テ甚 グ微 量0.03mgト シ、6頭 ノ家 兎 く下 降 ノ傾 向 テ示 セ リ。1ケ 月 後 撲 殺 解 剖 ス ル

静脈 内二接 種 シ、3頭 テ試 瞼 群 ト シ「チモ」注射 モ肺 臓 二於 ケ ル結 核 病 攣 甚 ダ僅 少=一 シテ、 各 肺
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野 二漸 ク2乃 至3個 ノ結 節 テ登 見 ス ル程 度 ニ シ

テ、試 験 群 第128號 二於 テハ 肺 上 野 二結 節 テ認

メ得 ズ。 之 テ圖 示 ス レバ附 囲 ノ如 ク、試 験 群 ハ

封 照群 二比 シテ「チ モ」注射 ニ ヨ リ結 核 形 成 ハ阻

1L芝 ラ レタル モ ノ ト認 ム。
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第五章 文獄考察

以 上 本 篇 ノ實 験 成 績 テ絡 括 考 按 セ ン トス ル ニ 當

リ、 今 弦 二先 人 探 究 ノー一端 テ 想 起 シ、 研 鑛 ノ跡

テ辿 ル ハ 、 後 進 余 等 二 偉 大 ナ ル 指 標 テ示 ス モ ノ

タ ル コ トテ信 ズ。

1890年RobertKoch一 ヨ リGoldcyanidガ

結 核 菌 二 封 シ殺 菌 力 テ有 ス ト報 告 セ ラ ル ・ヤ 、

各 種 金 属 二 依 ル 結 核 化 學 的 療 法 ノ研 究 ハ甚 シ ク

諸 家 ノ興 味 テ喚 起 シ、 東 西 ラ通 ジ研 究 ハ 廣 汎 多

岐 二亙 リ、 幾 多 貴 重 ノ業 績 テ窟 シ、 何 レ モ結 核

治 療 上 有 力 ナ ル 光 明 テ鮎 ジ タ ル 観 ア リ。 ・

1912年Roma=開 催 セ ラ レ タ ル 國 際 結 核 病 學

會 二於 テ 、v.Linden,'Meissenu.Strauss!n

ハ 實 験 的 結 核 海 狸 二封 シ銅 盤 療 法 ハSpezifisch,

ParasitotroPナ リ ト報 告 シ タ ル モ 、 間 モ ナ ク

Feldl2)ニ ヨ リ否 定 サ レ、 又Kolleu.Schloss-

berger"i3)ハ 實 験 的 白 鼠 結 核 二於 ケ ル 結 果 ヨ リ、

銅 盤 ノ 作 用 ハ 特 殊 性 化 學 的 治 療 剤 二非 ズ シ テ

ProtoPlasma-aktivierung二 依 ル モ ノ ト圭 張 セ

リ。Schroeder'"'ハ 銅 化 合 物 ガ 腎 炎 テ 惹 起 セ ル

ラ報 告 シ、BUrgers`45',Eggers'16Lハ 銅 ニ ハ 結 核

治 療 敢 果 ナ シ ト謂 ヘ リ。 而 シ テ 翁 化 合 物 ノ ミハ

諸 家 ノ注 目 ス ル ト コ ・ ニ シ テ、初 メBrucku.

GIUcki7),Spiessu.Feld嵯8・ 等 ニ ヨ リ研 究 サ レ、

殊 二FeldハAurocanthan(Monocantharidin-

aethylendiaminaurocyanid),Krysolgan(Para.

orthaurophenolcarbonsauresNatrium>,Tri-

phal(Aurothiobenzimidazolcarbonsaures

Natrium)テ 提 唱 シ、 又 各 方 而 ヨ リLopion,

Aurophos等 推 奨 サ レ、 是 等 化 合 物 ノ金・含 有:'ll1

ハ23.5%乃 至50%ナ リ1・構 セ ラ レ タ リ.是 等

ノ研 究 ガ 刺 戟 トナ リKopenhagenノ 生 理 學 者

M611gaard`49・)ハ 新 タ ー 金 ト次 亜 硫 酸 曹 達 ト ノ複

賭 タ ルSanocrysinテ 合 成 シs之 ハNatrium-

aurothiosulfat一 シ テ雪 白 色 結 晶 粉 末 一 シ テ 、

2倍 容 ノ水 二 溶 解 シ、 此 溶 液 ハ動 物 膜 テ通 ジ テ

迅 速 ナ ル 禰 蔓 性 ラ有 シ、AuS,0,、 「1オ ンJハ 陰

性 二 荷 電 じ ラ レH.ツ 動 物 寵 内 一 於 テ ハ 容 易 二 分

解 セ ズ、 從 ツ テ金屡 「イオ ン」父 ハ他 ノ有 毒 性 ノ

物 質 ガ遊 離 シテ動 物 二金属 中 毒 テ惹 起 スル コ ト

ナ ク、 又試 験 管 内 二於 テハ 百 萬 倍 溶 液 二於 テ既

二結 梅 菌 ノ登 育 子障 碍 シ、10萬 倍 液 二於 テハ完

全 二登 育 テ阻ILス ル作 用 テ有 シ、 結 核 菌 二封 シ

特 殊 性親 和 力 テ有 シ抗 酸 性 テ 失 ハ シムル作 用 ア

リ ト謂 ヘ リ。 而 モ生 ・膿 内 二於 テAetiotrOP一

作 用 ス ル ヲ以 テtEhrlichノ 考 ヘ タル如 キ 結 核

ノ眞.ノChemotherapeucumナ リ ト圭張 セ リ、

初 メSpiessu.Feldモ 金 盤 ノ作 用 ハ細 菌 テ直

接 死滅 セ シム ル如 ク考 ヘ タル モ、 間 モ ナ ク ソ ノ

誤 リナ シテ認 メ金盤 ノ中 毒作 用 テ肯 定 セ リ。然

レ ドモM611gaard及 ピ ソ ノ支 持 者 等 ハSano。

crysinニ ヨ リ結 核 菌 ガ死 滅 破 壌 サ レ、Endoto-

xin力 遊 灘 シToxinaemieテ 招 來 シ、之 ガ所謂

金 中 毒 ト考 ヘ ラ レ タ ル モ ノナ リ ト圭 張 セ リ。

Mollgaardノ 動 物 實 験 二次 イ デSecher【50)ガ 初

メテ人罷 二慮 用 シ良 好 ナ ル成 績 ラ報 告 シ、更 二

148例 ノ患 者10年 間 二亙 ル詳 細 ナ ル観 察 ノ結果

多 撒 ノ輕 快 例ll戸 報 告 セ リ.Fritz(53'モ 亦80名

ノ肺 結 核 患 者 二Sanocrysinテ 用 ヒ、他 ノ80名

'患 者 テ封 照 例 トシ、 ソ ノ治 療 成 績 テ比 較 セル

ニ、 試 験 患 者 二於 テハ咳 漱 、喀 疾 テ減 ジ、 禮温

降 下 、膿 重 壇 加 テ來 シ、 喀 疾 中 結 核 菌 テ減 ジ、

封 照 患 者 二比 シ甚 ダ良 好 ナ ル成 績 テ得 タル モ、

重 症 患 者 ニ ハ副 作 用 強 ク禁 忌 ナ リ ト報 告 セ リ。

Muraltl54・,Bernard(55)等 ハ全 ク副 作 用 ナ ク有数

ナ リ ト謂 ヒ、Gravesen」6ハSanocrysinハ 病理

學 的 詮 明 及 ピ用量 テ論 外 二置 ケ バ結 核 二数 果 ア

リ ト言胃ヘ リ。Sanocrysinノ 交文頻蔓テ構 揚 スルー一

派 二封 シ、金中 毒 論 二重 黙 テ置 クモ ノ甚 ダ多 ク、

Jannasch〔57),Jesen(58),Zinn(59),Gustav㈹,Re-

ventos(61等 ハSanocrysinノ 副 作 用1・構 ノ・ルモ

ノハ即 チ金 中 毒 症 二他 ナ ラ ズ ト謂 ヒ、 使 用 法 二

就 キ1・L意テ喚 起 セ リnJansen'u.Weber(62)ハ

Sanocrysin治 療 患 者 中 重 篤 ナ ル 尿 毒 症 テ併 嚢

セ ルa報 告 シWeiseu.Jakobssohn(63iハ 精 糸Ht
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ナ ル動物 實験 ニ ヨ リSanoerysinノ 作 用 テ追 究

シ、M611gaardノ 謂 フ如 ク結 核 菌 ガ死 滅 破 壌 サ

レ、 爲 メ ニToxinaemieテ 惹 起 ス ル 如 キ ハ考

ヘ ラ レズ、 試 獣 ハ重 金 厩 中毒 ニ ヨル艶 死 二他 ナ

ラズ ト断 定 シ、L・e.Blanc㈹,Neufeld㈹ 等 モ 同

様 ナ ル實 験 謹 明 テ齋 シ、Sylvest㈹ ハSanocrysin

二依 ル死 艦 解 剖 二於 テ ソ ノ所 見 ハ金 属 中毒 死 ニ

ー致 セル テ報 告 セ リ
。且eubner(60,Schroeder㈹,

Bacmeister㈹ 等 ハ死 滅 結 核 菌 毒 素 ガ 血 行 中 二

移行 シ、 一 過 性 ノ生禮 反慮 テ招 來 ス ト云 フ瓢 二

多大 ノ疑 問 ト否 定 テ 與 ヘ タ リ。掲 逸 二 於 ケ ル

Sanocrysin調 査委 員 タ リ シKlemperer(70)ハ

M611gaardノ 所 設 ヲ批 判 シ,Sanocrysin-behand-

lungハ 非 化 學 的 療 法 一 属 ス ル モ ノ ニ シ テ、

「ツベ ル ク リ ン」療 法 ト同檬 ノ機 轄 テ以 テ組 織 二

作 用 スル モ使 用 二際 シ副 作 用 多 シ ト謂 ヒ、 而 シ

テー 面 二於 テ結 核治 療 上 他 ノ多 ク ノ研 究 テ促 ス

有 力 ナ ル動 機 トモ ナ ル故 一 意 義 テ認 メ得 ル ト謂

ヘ リ。Goldscheider71・ モ之 二質 シ「ツベ リ ク リ

ン」療 法 ノ作 用 機 轄 テ以 テ読 明 シ、Ulrici(72)二依

レバinvivoニ テbakteriotropeu.bakteri-

zideEigenschaftenテ 有 セズ 病 的組 織 或 ハ金

二過 敏 トナ レ ル 組 織 ノ反 慮 二過 ギ ズ ト主張 セ

リ。Krusius(73)ハ 眼 結 核 二於 テDeist(7`)7・ 實験

的結 核 家 兎 二於 テ夫 々無 赦 ナ リ シ結 果 テ報 告 セ

リ。Krysolgan及 ピSolganalノ 創 製 者Feld75〕

ハSanocrysinノ 構i造式 二疑 問 テ抱 キ
、Sano-

crysin二 於 ケ ル金 「ア トム」ハ三 償 トシテ存 在 ス

ル如 キモ、Feldノ 考 ヘ ニ ヨ レバ此 ノ場 合 金 「ア

トム」ハ當 然 一・憤 ナ ラザ ル ベ カ ラズ ト反 駁 シ、動

物 二惹 起 サ ル ・反 慮 ハ即 チ金 中毒 二他 ナ ラズ ト

構 シSanocrysinテ 否 定 セ リ。 金 化 合 物 一一般 ノ

招來 スル 中毒 作 用 二就 テ、 且eubner(76)ハ 金 ノ末

梢 血 管 二及 ボ ス障碍 作 用 ナ リ トシ、Kapillargi-

fttheorieテ 以 テ説 明 シ タ リ。 然 レ ドモFeld

ハ結核 組 織 二封 ス ル 金 製 剤 ノ作 用 テ 金 「ア ト

ム」二依 ル作 用 ト考 へ、 血 管 二及 ボ 入障 碍 テ モ

KatalytischeWirkungト 詔と明 シ タル モSch-

roeder等 ハHeubnerノ 毛 細 血 管 中毒 設 二質 成

セ リ.此 ノ如 ク金 ノ作 用 機 韓 二就 テハ甚 ダ不 明

ナ ル貼 多 カ リ シ モ、最 近 諸 家 ノ研 究 更 二進 展 シ、

Feldu.Schott㈹,Jungebluth'78),Kritsche-

wski㈹,Kroou.隻v.Jancso(80)等 ノ研 究 ニ ヨ リ

冤 疫 學 的 二網 駄 織 内被 細 胞 系 機 能 ト關 係 ッ ケ ル

ニ至 レ リ。 即 チMesenchymハ 化 學 的 藥 物 ノ

治 癒 作 用 二封 シ重 大 ナ ル 意義 テ有 シ、 圭 トシ テ

間質 二於 ケル 且istiozytenガ ソ ノ能 力 テ保 有

シ、之 ガ化 學 的藥 物 テ囁 取 スル コ ト明 カ ニ シテ、

又 結 核 竈 ノ周 園 二於 ケ ル反 慮 性 炎衝 性 憂 化 二封

シHistiozytenハ 重 要 ナ ル意 義 テ 有 ス ル モ ノ

ナ リ.即 チWanderzelleト シ テ化 學 的藥 物 テ

病 竈 組織 へ蓮 搬 ス ル能 力 ア リ.此 ノ如 キ過 程 二

於 テ網 状 織 内被 細胞 系 ノ機 能 ガ未 グ全 ク間 明 サ

レザ ル トハ云 へ、 是 等 ノー 定 細 胞 群 ハ 化 學 的

二作 用 サ レル藥 物 ニ ヨ リ必 ズ影 響 サ レル ノ ミナ

ラズ、 全 身 細 胞 ガ 亦 同 様 二作 用 テ 受 クベ キハ

Schlossberger(8エ)等 ノ認 ム ル トコ ロナ リ。此 ノ故

テ以 テ網 状 織 内被 細 胞 系 ニ ヨ リ金 囁 取 サ ル ・時

ハ病罷 ノ抵 抗 力 テ昂 メ、 圭 要 組 織 ノ感 染 二封 シ

拮 抗 的 二賦 活 サ レ、侵 入病 原 菌 二封 シ豫 防 的 数

果 テ齎 ス コ ト明 カナ リ。 斯 ク シ テ又 、 金 盤 ノ長

期 間 存在 スル作 用 ガ病 竈 自身 二達 スル コ トモ思

考 シ得 ル過 程 ナ リ。 諸 家 ハ金 ノ作 用 テ以 テ蛋 白

膿 、脂 肪 騰 或 ハ ソ ノ他 ノ刺 戟 剤 二依 ル ト同 様 ナ

軍 純 ナ ル 刺 戟 作 用 ナ リ ト断 ジ タル モ、Schroe-

derハ 他 ノ結 核 刺 戟 療 法 剤 トハ 異 レ,レ有 力1

テ有 ス ル モ ノ ト考 ヘ タ リ。Henius(sa)=依 レバ結

核 性 肉 芽 組 織 二殊 二多 量 ノ金 沈 著 ヲ認 メ、Brahn

u・Weiler(83),且eniusu.Weiler(84)ハ 結 核 家 兎

肺 臓 二於 テ、 又 眼 結 核 角膜 二於 テ最 モ多 量 ノ金

沈 著 テ組 織 學 的 二謹 明 シ タ リ。

金 ノ排 泄 ハ圭 トシテ腎 臓 二依 ル モ ノー シテ、 又

金 ノ中 毒 作 用 二就 テ ハ、 腎 臓 ノ金合 有 量 多 キ程

ソ ノ金製 剤 ノ中 毒作 用 大 ナ リ ト謂 ハ ル
。 金 中 毒

症}伏 トシ テ圭 ナ ル モ ノハ 皮 膚 褒 疹 、 胃腸 炎及 ビ

腎臓 刺 戟 等=シ テ、M611gaardハ 之 テ結 核 菌 毒

素 ニ ョ ル 「シ ヨ。ク」二因 スル モ ノナ リ トシ、結 核

免 疫 血i青 ノ1†射 ニ ヨ リ 阻 止 シ得 ル ト構 シタ ル
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モ、Neufeld(絢,Lange,Brunou.Feld㈹ 等 ハ

檀 ヒ就 テ ノ實 験 ヨ リ之 テ否 定 セ リ。 斯 ク シ テ金

製 剤 ノ副 作 用 ハ諸 家 ノ齊 シ ク認 ム ル トコ ロ トナ

レル モ、Feldハ 更 二Sanocrysinヨ リモ無 害

ナ ル金 製 剤 トシテSolganal(金 ノSulfoxylat-

verbindung)テ 提11昌シ、Mandel(st)ハ ソ ノ無 害有

=敷ナ リシ テ實 験 謹 明 シ、 近 時 更 二 「オ リー ブ」油

テ以 テ浮 游 液 トナ シ筋 肉 内注 射 テ行 ヒ得 ル如 ク

製 セ ラ レDumarest,Lebeufu.Mollard㈹ 二

依 リ無 害 ナ ル如 ク報 告セ ラ レタ リ。Schroeder(89)

ハ喉 頭結 核 二甚 グ有 数 ナ ル成 果 デ墾 ゲ、金 製 剤

療 法 ハ第 二期 及 ピ第 三 期 結 核 二用 ヒ得 ベ ク、殊

二粘 膜 及 ピ皮 膚 結 核 二著 敷 ア リ ト稻iジKrysol-

gan及 ビSolganalaPJテ 障 碍 少 キ金 製剤 ナ リ

ト推 構 シ タ リ。Freund(go)ハ 肺 結 核 患者 二用 ヒ

テ腎臓 障 碍 ヲ認 メズ ト謂 ヒ、Ernst(91),Saegler(92),

且acker(93)等 ハSolganalテ 賞 用 シ、 術 ホ 氣 胸

療 法 ト併 合 ス レ バ 数 果 更 二良 好 ナ リ ト謂 ヒ、

且armusu.Edinger(94),Coste,Forestieru.

Bourderon(95)モSanocrysinヨ リ副作 用 少 ナ シ

ト謂 ヘ リ。ZinkernagelハSolganalBoleosum

ノ筋 肉 内注 射 テ推 構 シ、Solgana1テ 多年 實 験

使 用 セルMandel(gn・ ・Solganalニ ヨ リ肺 室 洞

閉塞 、 結 核 菌 清 失 等 ノ事 實 テ認 メ、 而 シテ之 一

氣 胸 療 法 テ併 用 ス ル時 ハ数 果 更 二大 ナ リ ト報 告

セ ル モ、 腸 拉 二腎 臓 結 核 二於 テ ハ他 ノ學 者 ノ報

告 ニー一致 シSolgana1・ ・禁 忌 ナ リ ト謂 ヘ リ。

且alberkaunハSolganalテ 注 射 シテ死 亡 セル

患 者 テ解 剖 シ、 注 射 金成 分 ノ約20%ガ 猫 ホ 膿

組 織 内 二停 滞 セル テ認 メSolganalト 錐 モ金 製

剤 ノ使 用 ニ ハ深 甚 ノ注 意 テ要 ス ト警 告 セ リ.

蓋 シ金 製 剤 ノ功 罪 ハ相 牛 バ シ、M611gaard等 ガ

考 ヘ タ ル如 キ殺 藥 作 用 ハ認 メ ラ レザ ル ニ至 レル

モ、組 織 内金 ハ網 状 織 内被 細 庖系機 能 テ尤 進 シ、

生 艘 機 轄 テ シ テ免 疫 學 的 二賦 活 シ、 非 特 殊 性 刺

戟 療 法 トシ テ注 目 サ レル所 トナ リ シモ、 金 化 合

物 ニ ヨル結 核 化 學 的療 法 ノ本 質 二關 シ テハ 、 未

グ全 ク間 明 セ ラ レタ ル ニ ハ非 ズ、 更 二多撒 ノ實

験 研 究 ニ ヨ リChemotherapieノ 完 成 テ期 セ ン

トス ルハ 、 諸 家 ノ齊 シ ク希 求 ス ル トコ ロナ リ・

翻 ツ テ本 邦 二於 ケ ル諸 家 ノGoldtherapie二 封

スル批 判 拉 二態 度 テ通 寛 ス ル ニ、 襲 二斯 界 ノ権

威 ラ集 メ テ 「サ ノ ク リ ジ ン」調 査 委 員 會 テ 設 置

シ、精 細 ナ ル研 索 テ試 走、 之 ガ委 員 會 二於 ケル

渡 邊 ㈹ 、 佐 藤 氏 ノ報 告 二依 レバ、 金 中毒 甚 シク

シ テ眞 ノ化 學 的 療 法 タ ル意 義 テ有 セズ ト断 定 セ

ラ レ、叉宮 川 教 授(99)・・人 結 核 患 者52例 二慮 用 シ

45%ノ 輕 快 卒 テ得 タル モ、然 モ結 核 二封 スル特

敷 藥 トハ認 メ難 ク、西 洋 二於 ゲル諸 家 ノ批 判 セ

ル如 ク之 ハー ノ刺 戟 剤 ト見 倣 スベ キ性質 ノモ ノ

ナ リ ト報 告 シ、 岡 氏{100)ハ佐 藤 、白岩 雨 氏 ト共 二

動 物 實 験 テ行 ヒ、 生膿 内 二於 テ結 核 菌 テ死 滅 セ

シメ得 ザ ル コ トテ謹 明 シ、 化 學 的療 法 トハ謂 ヒ

難 シ ト圭 張 セ リ。 其 ノ他 多敏 ノ實 験 者 モ略 ヒ同

様 ノ結 論 二達 シ、近 年 之 ガ追 試 使 用 ノ跡 テ断 ツ

ニ至 レ リ。

斯 ク シ テ 「サ ノク リ ジ ン」ノ毒 作 用 ヲ恐 レタ ル諸

家 ハ化 學 的療 法襲 見 ノ至 難 ナ ル ク痛 感 シ、弦 二

再 ビ思 考 テ古來 ヨ リ ノ諸 種 化 合 物 二輔 ジ、何 等

カ ノ進 展 テ求 メ ン トセ リ。 即 チ古 來 ヨ リ結核 化

學 的 療 法 剤 トシテ用 ヒラ レタ ル モ ノハ先 ヅ有 機

化 合 物 トシテ ハ各 種 ノ色 素 、 「ク レオ ソー ト」、

「グ ァヤ コー ル」及 ビ是 等 ノ誘 導禮 、 脂 肪 及 ピ脂

肪 酸 、 大 楓 子 油 、 「エー テ ル」性 油 、 「ベ ンツ、一

ル」核 テ有 スル簡 軍 ナ ル有 機 化 合 物 、及 ビ有 機金

屡 化 合 物 、「アル カ ロ イ ド」等 ニ シテ、又 無 機 化 合

物 トシテハ 金 属 盤 類 及 ビ 「コ ロ イ ド」金屡 、 沃度

及 ピ沃 度 化 合 物 等 テ基 ゲ得 ラル ベ シ。 是 等 有機

無 機 化 合物 テ以 テ試 ミ ラ レ タル化 學 的i療法 二關

ス ル報 告 ハ甚 ダ多 敷 二上 リ タル モ、 未 ダ何 レモ

完 成 ノ域 二達 セズ、 本邦 二於 ケ ル結 核 化 學 的療

法 ノ研 究 ハ既 二傳 染 病 研 究所 佐 藤 教 授 ニ ヨ リ精

細 二追 究 セ ラ レ、 同教 室 ヨ リ幾 多貴 重 ノ業績 相

踵 イデ蕨 表 セ ラ レツ ・ア リ。襲 二佐 藤 教授(1叫ハ

門 下 ノ青 木 氏 ト共 二同 「モ ル」溶 液 ノ金 、銀 、銅、

砒 素 、 蒼 鉛 、 「ア ン チモ ン」化 合 物 ノ實 験 的結 核
ノ

・一及 ボ ス影 響 テ検 シ、 金 、 銀 、 銅 ハ溶 液 二於 テ

ハ金屈 陽 「イ オ ン」トシテ遊 離 ス ル傾 向 ア ル ニ反
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シ、砒 素 以 下 ノモ ノハ金 厨 ノ酸 化 物1ト シ テ 陰

「イォ ン」 トナ リ遊 離 スル傾 向 テ認 メ、 實 験 的結

核 二就 テハ封 照 二比 シ テ前 者 テ注 射 セル場 合 結

核 罹 患 度 輕 微 ナ リ シニ、 後 者 ノモ ノテ用 ヒタ ル

例 二於 テ ハ封 照 ヨ リ反 ツ テ結 核 罹 患 高 度 ナ リシ

テ登 見 シ、 溶液 中 ノ「イオ ン」状 態 ガ結 核 罹 患程

度 二影 響 ス ル コ トテ暗 示 シ、青 木 氏(102)ハ更 二血

液 毒 「フェニー ル ヒ ドラヂ ン」ガ脂 肪 及 ビ類 脂 肪

禮 二可 溶 性 ニ シテ、 且 ツ之 一 ヨ リ惹 起 サ レタル

貧 血 動 物 二於 テハ組 織 學 的 二結 核 形 成 二重 要 ナ

ル意 義 テ有 ス ル網 状織 内被 細 胞 系 ノ檜 生 テ來 ス

等 ノ鮎 二著 眼 シ、 同物 質 注射 ニ ヨ リ實 験 的 結 核

海狽 ノ結 核 病 攣 形 成 ノ推 移 テ追 究 シ、 唖 酸 「フェ

ニー ル ヒ ド ラヂ ン」貧 血 海 猿 ハ、封 照 二比 シ結 核

病 攣形 成 二阻 止 的 作 用 テ有 シ タル テ認 メ、 之 ラ

報 告 セ リ。 之 二由來 シテ諸 種 化 合物 ニ ヨル貧 血

ノ實験 的結 核 二及 ボ ス 影 響 二 就 テ多 ク ノ鴇 鴫

業績 出 デ タ リ.「 フェニー ル ヒ ドラヂ ン」ハ1個

ノ 「ベ ン ツ,一 ル」核 テ有 ス ル簡 軍 ナ ル化 合物 ニ

シテ、 ソ ノ遊 離 盤 基 ハ 油 性 ニ シテ類 脂 肪 禮 溶 解

性 テ有 ス ル テ 以 テ更 二井 村 氏IO6)ハ類 脂 肪膿 溶

解 性 二注 目 シ、 之 ガ油 性藥 品 トシテ各 種 「エー

テル」性 油剤 テ選 ビ用 ヒ、實 瞼 的結 核 海狽 二及 ボ

ス影 響 ラ追 究 シ、 良 好 ナ ル結 果 テ得 タ リ。 之 ヨ

リ早 ク遠 藤 川)、石 川 雨 氏 ハ 「ツェー デル」油 、「メ

ン トー ル」油 、 「テル ペ ンチ ン」油 等 テ用 ヒテ、培

養 基 上 二於 ケ ル結 核 菌 登 育 テ検 シ、 油 剤 テ用 ヒ

タ ル場 合 ハ著 シク登 育 ノ阻 害 セ ラル ・テ認 メ、

戸 田氏(108)モ同 様 ノ報 告 テ齎 シ、 八 谷 氏1109)iハ「メ

ン タ」油 ノー 定 量 投 與 ハ 實 験 的 結 核 白鼠 二封 シ

好 影 響 テ及 ボ ス ト謂 ヘ リ。更 二叉 佐 藤 教授(110吸

ビ安 藤 氏 ハ 酸 化 還 元 寛 位 ノー程 度 以 下 一 低 キ

物 質 、 即 チNileblue,Indigo-di-sulphonic

Potassium,Neutralred,Safranin等 ガ結 核

形 成 阻 止作 用 ラ有 ス ト實験 的 二謹 明 シ タ リ。 而

シ テ同 門下 ノ柳 澤 氏(111ノハ 同教 室 二於 ケ ル 化 學

的 療 法 藥 物 テ通 覧 シ、 是 等 藥 物 ハ何 レモ アル程

度 ノ還 元 作 用 テ有 ス ル貼 二興 味 テ感 ジ、 藥 物 ノ

還 元 作 用 ト結 核 トノ間 二何 等 カ ノ關 係 アル ベ キ

テ豫 想 シ、 化 學 的構 造 ノ極 メテ簡 軍 ナ ル諸 種 ノ

無 機 還 元 物 質9種 ラ選 ビ ソ ノ結 核 一;一一及 ボ ス影 響

テ検 シ、 「チ オ」硫 酸 曹 達 ハ結 核 形 成 テ著 シ ク阻

ILシ タル モ、 盤 化 第 一 「マ ンガ ン」、硫 化 「ナ トリ

ゥ ム」、亜 硝 酸 曹 達 ハ反 ツ テ病 憂 形 成 テ促 進 スル

等 ノ事 實 テ議 見謹 明 シ、 「サ ノク リ ジ ン」ノ結 核

有 敷 成 分 ハ、 「サ ノ ク リ ジ ン」ノ分 子 中 ノ「チ オ」

硫 酸 曹 達 二依 存 スル ニ非 ザ ル ヤ ト述 ベ タ リ。 髪

二Walbum(112)ガ 實 験 的 二謹 明 シ タル如 ク 「マ ン

ガ ン」盤、或 ハ鐵 盛 ハ實 験 的結 核 二影 響 全 ク無 シ

ト謂 ヒ、且elms(113)ガ盤 化 第 一 「マ ンガ ン」ハ結 核

患 者 二有 敷 ナ リ ト報 告 セル 如 ク、化 學 的療 法 藥

物 ノ結 核 二封 スル作 用 ハ必 ズ シ モー 元 的 二決 定

シ得 ザ ル モ ノ ・如 久 結核 化 學 的 療 法 ノ完 成 へ

基 礎 的諸 要 的 ノ閲 明 ト共 二愈{困 難 テ加 へ、 弦

二余 等 ノ新 タナ ル基礎 二縁 ル酵 素 化 學 的考 察 ノ

從 爲 ナ ラザ ル テ信 ズ ル モ ノナ リ。

第六章 総括拉二考按

以 上 ノ實 験 的 家 兎結 核 二 於 ケ ル 試 験 成 績 ヨ リ

Mono-4-ChlorthymylphosphorsauresNatrium

(Thymophogen)ノ 影 響 テ縮 括 ス ル ニ、 比 較 的

少 量 菌 テ以 テ結 核 感染 テ行 ヒタ ル場 合 ニ ハ、 封

照 二比 シテ著 明 ナ ル結 核 病 攣 形 成 阻 止作 用 テ有

スル モ ノ ト認 メ得 タ リ。

抑 モ、 生膿 内殺 菌 ノ目的 テ以 テ直接 生膿 内 二移

入 セ ラル ・藥 物 ハ、 毒 力 少 ク然 モ細 菌 二封 シ テ

ハ彊 キ 親 和 性 テ 有 スル コ ト第一 ノ必 須 條 件 タ

リ。 各 種 金 化 合 物 ガ、 結 核 化 學 的療 法 藥 剤 ト シ

テ夫 々一 曙 光 ラ與 ヘ タル ハ事 實 ナ ル モ、 其 ノ中

毒 副 作 用恐 ルベ ク使 用 危 瞼 ナ リ ト断 定 セ ラル ・

二至 レ リ.弦 二於 テ鮎 川 氏 ガChemotherapie

ノ基 礎 二立 脚 シParasitotropieテ 高 メ、Org-

anotropieテ 減 少 セ シ メンガ爲 一、 殺 菌 剤 ト シ

テPhenolgrupPe二 著 目 シ タル ハ甚 グ妥 當 ナ

リ ト謂 フベ シ。「フェノー ル」類 ノ殺 菌 力 ト化 學 構

造 ト ノ關 係 ハ藥 物 學 的 二甚 グ明 瞭 ナル解 答 テ與
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フル所 ニ シテ、鮎 川 氏 ハ 之 テ化 學 的 操 作 ニ ヨ リ

ー 層 殺 菌 力 テ檜 大 セ シ メ且 ツ毒 力 テ減 少 セ シ メ

ン ト シテChlorthymolテ 合 成 シ、invitro二

於 テ結 核 菌 二封 シ強 力 ナ ル殺 菌 テ示 セ ル テ 知

リ、 而 シ テ此 ノChlorthymolテ 生 膿 二無 害 ナ

ラ シム ル 爲 メMono-4-chlorthymylphorsaures

Natrium二 合 成 セ リ.而 シテ之 ガ 血 清 二依 リ

テ ハ毫 モ分 解 サ ル ・コ トナ ク、 各 臓 器 燐 酸 酵 素

一 ヨ リ分 解 シ、4-Chlorthymolテ 遊 離 スル ハ鮎

川 氏 ノ化 學 實 験 ニ ヨ リ明快 二謹 明 セ ラ レタル事

實 ニ シテ、 余 モ其 ノ實 験 テ共 ニ シ、 分 解 過 程 二

於 テ4-Chlorthymolガ 特 有 ノ芳 香 テ放 チ分 解

ノ進 行 ラ認 メ、 之 テ36℃ ノ恒 温 器 二10日 間 放

置 セル後 石 油 「エー テ ル」 ト共 一 振 盈 シテ遊 離

4・Chlorthymolテ 抽 出 シ、 石 油 「エー テ ル」テ蒸

畿 セ シ ム レバ4-Chlorthymo1ノ 美 シキ無 色菱

形 板 歌 ノ結 晶 テ 得 タル テ以 テ 「チ モ フ,一 ゲ ン」

ノ化 學 分 解 テ承 認 スル モ ノナ リ.

斯 ク シ テ余 ハ此 ノ 「チ モ フ、一 ゲ ン」テ以 テ實 験

的 結 核 二及 ボ ス影 響 テ検 シ、縮 括 的 二良 好 ナ ル

結 果 テ得 タル モ 、蓋 シ結 核 治 療 二於 テ モ、 他 ノ

細 菌 二封 スル ト同様 、 ソ ノ菌 撒 、菌 毒 力 、殺 菌

剤 ノ強弱 ニ ヨ リ成 績 テ左右 セ ラル ・ハ 既 二細 菌

學 ノ教 フル所 ニ シ テ、 余 ノ實 験 二於 テ接 種 菌 昂:

僅 少(0.6mg以 下)ナ ル 場 合 ハ封 照 二比 シ、結核

病 攣 形 成 ハ 著 明 二防 止 セ ラ レタル モ、菌 量大 ト

ナ ル ニ從 ヒテ封 照 トノ比 較 差 異 ハ僅 小 トナ ル傾

向 テ示 セ リ。 殊 二第 四 章 第 一 節 二於 ケ ル 静脈 内

大 量 接 種(1.Omg)ノ 揚 合 テ見 ル ニ、 試 験 、封 照

雨 群 共 高 度 ノ結 核 形 成 テ招 來 シソ ノ多寡 判 別 ラ

難 カ ラ シメ、「チ モ フt"一一ゲ ン1ノ 結 核 形 成 阻IL作

用 ノ影 響 テ認 メ得 ザ リキ。 即 チ家 兎 二於 ケル實

験 的 結 核 感 染 ガ菌 量0・6mg程 度 以 下 二依 ル場

合 ニ へ 「チモ フ。一 グ ン」ニ ヨ リ結 核病 攣 形 成 ハ

著 明 二阻ILセ ラル モ ノ ト認 メ得 タ ル モ、 蓋 シ肺

臓 内 二於 ケ ル殺 菌 機 轄 二關 シテハ 簡 軍 二断 定 シ

盤 サ レザ ル モ ノ ・如 ク思 惟 セ ラル。

即 チ 試験 管 内燐 酸 酵 素 ノ 存 在 ニ ヨ リ4-Chlor-

thymo1ラ 遊 離 シ張 烈 ナル殺 菌 作 用 ヲ及te7.(y"キ

「チ モ フ,一 ゲ ン」モ生膿 内 二於 テハ殺 菌 作 用 充 分

登 揮 シ得 ザ ル モ ノ ・如 ク、 殊 二肺 臓 ハ心 臓 二最

モ近 接 シ、 其 ノ循 環 血 流 速 度 ハ他 臓 器 二比 シ テ

ニ甚 グ速 カ ニ シテ肺 臓 内血 管 分 布 亦 稠 密 ニ シテ、

「チ モ フ。一 ゲ ン」ガ 遊 離 分 解 セ ラ レズ シテ 通 過

ス ル量 相 當 アル ベ ク、 叉 肺 臓 内 二於 テ分 解 遊 離

テ完 行 シタ リ トスル モ、有 赦 成 分ChlorthymoL

ノ排 泄 ハ甚 グ速 カ ニ シテ、 結 核 病 竈 二停 滞 シソ

ノ特殊 偉 力 テ登 揮 シ得 ザ ル ガ如 キ状 態 二在 ル ナ

ラ ン。第 一 篇 二於 テ余 ハChlorthymolガ 生盟 解

毒 機 轄 ニ ョ リ甚 ダ速 カ ニ合 成 排 出 ノ蓮 命 テ辿 ル

テ謹 明 シタル ガSchr6deru.Vollmer(114)モ 「グ

ア ヤ コー ル」ノ排 泄 及 ビ臓 器 中 ノ分 布 テ検 シ、24

時 間 ニ シテ尿 中 二速 カ ニ排 泄 セ ラ レ、 肺 臓 二於

テハ投 與1時 間 ニ シ テ含 量著 明 トナ リタル モ、

肺 臓 内 二蓄 積 セ ラル ・コ トナ シ ト謂 ヘ ル テ 以

テ、Chlorthymo1掲 自 ノ作 用 モ之 テ逡 行 シ得 ヅ

ル歌 態 トナル モ ノ ト認 メラ ル。

結 核 竈 ハ又 血 管 二乏 シ ク從 ツ テ藥 物 ノ侵 襲 ハ殆

ン ド不 可 能 ナ ル 如 ク 思 惟 セ ラル ベ キ モ、 飢 二

Jessen(115)ノ 實 験 一 ヨ レバ 色 素 連 績 注射 ス ル時

ハ途 二粟 粒 性 「ネ ク ロー ゼ」竈 ノ中 ニ マ デ色 素 ノ

侵 入 セ ル事 實 テ謹 明 シ タル如 ク、注 入藥 物 ノ量

ト時 間 ニ ヨ リテハ 必 ズ ヤ菌 膿 ト藥 物 トノ結 合 ハ

可 能 ナ ル ベ 久 即 チChemotherapieノ 高 唱 セ

ラル ・所 以 ナ リ.

化 學 的 療 法 ノ 目的 二合 致 ス ト思 惟 セ ラル ・藥 物

ガ、理 論 的 二細 菌 二封 シ親 和 性 テ確 保 スル ト共

一、 一面 生禮 各 組 織 ヲ障碍 セ ザ ル ハ勿 論 、進 ン

デ組 織 ノ機 能 元 進 テ齎 シ、 或 ハ抗膿 産 生 等 ニマ

デ 關 與 ス ル所 ア ラバ、 人 艦 二適 用 スル藥 物 トシ

テ完 全 無 鋏 ナ ル モ ノ ト謂 ヒ得 ベ シ。 金 製 剤 ノ王

座 二位 シタ ル 「サ ノク リ ジ ン」ガ ソ ノ金 中毒 作 用

ノ故 テ以 テ敬 遠 サ レタ リ ト難 モ、 該 物 質 ノ網 状

織 内被 細 胞 系 統 二封 ス ル刺戟 ト シテ ノ償 値 テ認

メ得 べ 久 功 罪相 牛 スル貼 諸 家 ノ等 シ ク認 ム ル

所 ナ リn最 近 且avas'1t6)ハAdler(117),Stefko(ii8}

等 ノ所 説 ニー致 シテ、 肺 結 核 ノ爽 展 ハ肺 組 織 ノ

「ア レル ギー」性 状 態 二關 係 ス ル モ ノニ シテ
、 之
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ハ叉 網 状織 内被 細 胞 系統 ノ機 能 二左 右 サ レル所

甚 大 ナ リ ト謂 ヒ、 結 核 ノ新 シキ籏 大 テ防 止 セ ン

トス ル ナ ラバ.「 サ ノ ク リ ジ ン」ノ少 量 テ病 竈 ノ

ー 時休 止明 二注 射 シ、網 封犬織 内被 細 胞 系統 テ シ

テ刺戟 賦 活 セ シメ置 ク コ ト必 要 ナ リ ト唱 ヘ タ ル

ガ、 余 ノ實 験 二於 テ 「チモ フ,一 ゲ ン」ガ網 月犬織

内被 細 胞 系統 テ鼓 舞 シ、機 能 テ梢 ≧充 進 セ シム

ル ガ如 キ成績 テ得 タ ル ハ、結 核 ガ網 月犬織 内被 細

胞 系統 機能 ト重 要 ナ ル關 係 二在 リ ト謂 バ レル折

柄 、 甚 グ満 足 ス〈・キ結 果 デ得 タル モ ノ ト思 惟 セ

リ。

「チモ フ,一 ゲ ン」ガ生 禮 二無 害 ニ シテ、然 モ結 核

形 成 二阻IL的 作 用 テ有 ス ル へ 余 ノ組 織 學 的所

見 二依 ツ テ殊 二明瞭 ナ レ ドモ、偶 々、吉 田氏(119)

ハ實験的子宮結核 二及ボス「チモフ、一ゲン」ノ

作用テ精査 シ、試獣二於 テハ子宮結核形成ハ完

全二阻止サレタリト甚 ダ驚 クベキ好成績 テ報告

シタルガ、余 ノ肺結核 二於ケル實験成績 ト比較

シ、余ハ肺結核治療 ノ盆々難事 タルコトテ痛感

シ、結核化學的療法完成 ノ彼岸甚ダ遙 カナルテ

蜀エタレドモ、余ハ更二各種 「ハロゲン」ノ附加

等ニヨル殺菌剤 ノ研究 二進 ムベキ用意 アリ、今

余ハ弦 二藥物學及 ビ酵素化學二立脚 セル新結核

治療剤 テ以テ梢 ζ良好ナル實験成績 テ基 ゲ得 タ

ルテ以 テ、之 ヨリ更二新意囲二縁 リ結核治療上

獲展進歩 テ促 シ得バ余 ノ最 モ欣快 トスル所 ナ

リ。

第七章 全篇ノ結論

以 上第 …篇 及 ピ 第 二 篇 二於 ケル 「チモ フ。一 ゲ

ン」ノ生 膿 拉 二實 験 的 結 核 二及 ボ ス影 響 テ追 究

シ、 余 ハ次 ノ如 キ結 論 テ得 タ リ。

即 チ生膿 二及 ボ ス影 響 トシテ

1)家 兎 二於 テ「チモ フrゲ ン」Pro.KgO.29

テ連繊 二ll射スル モ障 碍 テ來 サズ。 家 兎 最 小 致 死

量 ハPro.KgO.8gト 認 ム。

2)海 狸 腹 腔 内注 射 ハ甚 シ キ炎衝 テ惹 起 ス。

3)「 チモ フ。一 ゲ ン」注 射 ニ ヨ リ、赤 血 球 、 白血

球、 血 色 素量 ハ檜 加 シ、 殊 二淋 巴球 ノ」曾加 著 明

ナ リ。

4)「 チモ フ・一 ゲ ン」注 射 ハ 赤 血 球 沈 降 速 度 二

著 明 ノ動 揺 テ來 サズ。

5)「 チモ フ.一 ゲ ン」注 射 一 ヨ リ尿 中 「エ ー テ

ル」硫 酸 量 ハ著 明 二檜 加 シ、叉 ソ ノ排 出機 轄 ハ甚

グ速 カ ニ作 用 ス。

6)網 状 織 内被 細 胞 系 機 能 障 碍 家 兎 ら 於 テ モ

「チモ フ・一 ゲ ン」注 射 二依 リ
、尿 中 「エー テル 」硫

酸 旦 ハ著 明 二増 加 ス。

7)「 チモ フメー ゲ ン」ハ 生艦 内 二於 テ分 解 セ ラ

レ、 「ク ロー ル チモー ル」テ遊 離 シ、更 二 「エー テ

ル」硫 酸 二合 成 セ ラ レ尿 中 へ排 出 セ ラル。

更 二實 験 的結 核 二及 ボ ス作 用 トシテ、

1)肺 臓 内直 接 菌 接 種 家 兎(菌 量0.1mg乃 至

0.8mg)二 於 テ ハ、 接 種 ガ 左 右 肺 何 レ ノ場 合 ニ

テ モ結 核 病 攣 形 成 テ著 シ ク阻 止 ス。

2)耳 静 脈 内接 種 二於 テハ、接 種 菌 量0.8mg以

上 ニ テ ハ結 核 病 攣 形 成 二何 等 影 響 テ及 ボ サズ。

0・6mg以 下 ニ テ ハ明 二結 核 病 攣 形 成 テ阻 ⊥Lス。

3)結 核 病 攣 形 成 阻 止作 用 ハ結 核 感 染 度 ト藥 物

ノ使 用 法 トニ 密 接 ナ ル 關係 テ有 スル モ ノ ト認

ムo

欄竿≡二當 リ本研究圭題 テ與ヘ ラレ終始御懇篤ナ

ル御指導拉 二御校閲テ賜 リタル恩師有馬教授 二

満腔 ノ謝意テ表 シ、併 セテ助言テ惜 マザ リシ鮎

川博士二深謝ス.

(本論文要旨ハ第14同 日本結核病學會綜會 二於

テ1宙論セリ}
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